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要覧発刊に際して

　徳島市は、徳島県の東部に位置し、美しい眉山の緑や「四
国三郎」の名で知られる清らかな吉野川など、豊かな自然に
恵まれた、人口約25万人の県都です。産業をはじめ、政治、
経済、文化、教育、情報など、地方の中核的都市として発展
してまいりました。
　本市では、「生きる力」の育成が重要であるとの考えに基
づき、「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」のバラン
スのとれた教育を展開するため、特色ある教育活動と学校
（園）づくりを進めるとともに、学校、家庭、地域が連携し、
それぞれの役割に応じた支援を大切にしながら、地域総がか
りで教育現場の課題解決に取り組んでおります。
　また、市民が生きがいを持って心豊かな生活を送れるよう
生涯にわたる学習機会の充実に努めるとともに、スポーツ・
文化活動を推進し、心も体も健康で、豊かな創造性にあふれ
た人づくりを進めております。
　このような本市教育の進展を期して、多様な教育施策と現
状の概要をまとめました。皆様に広く御高覧いただき、今後
とも御理解、御支援を賜りますようお願い申し上げます。

　令和７年６月27日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳島市教育委員会



昭和43年10月１日制定

徳  島  市  民  憲  章
　わが徳島市は、美しい眉山の緑と清らかな吉野川の流れに
恵まれ、輝かしい伝統と限りない発展性をもった都市です。
　わたしたちは、徳島市民であることに誇りと責任をもち、
郷土の繁栄とおたがいの幸福をきずくために、みんなで力を
合わせ、みんなで行うべき生活のよりどころとして、この憲
章を定めます。

１　わたしたちは、まごころをもって助け合い、
　　すべての人に親切にしましょう。

１　わたしたちは、健康で仕事に励み、
　　明るく楽しい家庭をつくりましょう。

１　わたしたちは、共同生活のきまりを守り、
　　平和で安全な社会をきずきましょう。

１　わたしたちは、自然や公共物をたいせつにし、
　　美しい町づくりに努めましょう。

１　わたしたちは、豊かな教養を身につけ、
　　すぐれた文化を創造しましょう。

吉野川から見た眉山
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四国最大の河川・吉野川とその支流が育てた大地に形成された徳島市。 

 

かつて蜂須賀家政公が川に囲まれた地の利を生かして徳島城を築城し、その周りに城下町が形成され

たのが都市のはじまりで、豊富な水資源を生かした藍産業の隆盛により全国有数の商業都市に発展する

など、歴史的に見ても川とまちのつながりが深い「水都」です。 

 

これまで本市は、この水都で育まれた阿波おどりや藍染、阿波人形浄瑠璃など独自の伝統文化を守り育

てながら、他都市にはない個性的で、魅力的なまちづくりに取り組んできました。 

 

しかしながら、近年、気候変動による自然災害の甚大化や相次ぐ紛争、エネルギー問題といった世界的

課題に加え、我が国においては、人口減少・少子高齢化に伴う社会経済の担い手不足や大規模災害への危

機感の増大などの課題が、ますます顕在化してきています。 

 

こうした中、本市にはＳＤＧｓ未来都市として、将来にわたって持続的に発展し、誰もが安心して、幸

せに暮らすことができる、地方都市のモデルを構築する役割が求められています。 

 

そこで、本市が目指す将来像を「おどる街 つながる笑顔 水都とくしま」と定め、世界に誇る「阿波お

どり」などの伝統文化や豊かな水辺空間など、本市ならではの魅力を生かしながら、誰もが自分らしく躍

動し、誇りを持って住み続けることができる、笑顔の絶えないまちづくりを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「徳島市総合計画２０２５」抜粋 

目指すべきまちの姿（将来像） 

基 本 理 念 

基本理念１ 将来にわたって持続可能なまちづくり(Sustainable) 

       

 

経済と環境、社会の三側面におけるバランスを上手く保ちながら、「将来にわたって持続可

能なまちづくり」を推進します。 

基本理念１ 

基本理念２ 安心して暮らせる強靱なまちづくり（Resilience） 

       

 

全ての市民が生まれ育った場所で心穏やかな生活を送れるよう、「安心して暮らせる強靭な

まちづくり」を推進します。 

基本理念２ 

基本理念３ 多様な幸せを実現できるまちづくり（Well-being） 

       

 

誰もが生涯を通じて自分らしく生き、活躍できるよう、「多様な幸せを実現できるまちづく

り」を推進します。 

基本理念３ 
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　市制施行　　　明治22年10月１日
�
人　　口� 245，979人
世　帯　数� 121，173世帯
面　　積� 191．52㎢
人口密度� 1，284．4人／㎢

�
（� ）令和７年５月１日現在
デジタル推進課調べによる

昭和41年10月
　応神村合併

昭和30年1月
新居町合併

昭和30年3月
　川内村合併

昭和42年1月
　国府町合併

昭和30年1月入田村　　　　　　　　　  合併　　　　2月上八万村

昭和26年4月
　勝占村・多家良村合併

明治22年10月市制施行

昭和3年10月
向別宮・金沢新田合併

大正15年4月
斎津村・
沖洲村合併

昭和12年4月加茂名町・八万村　　　　　　　　　　　　　 合併　　　  10月加茂町

市域拡張状況図

伸びゆく徳島市
西　　暦 年　　　号 事　　　　　　　　　　　　　　　　項
１ ５ ８ ５
１ ５ ８ ６
１ ６ １ ５
１ ６ ５ ２
１ ６ ６ ４
１ ６ ７ ８
１ ８ ６ ９
１ ８ ７ １
１ ８ ７ ３
１ ８ ７ ５
１ ８ ７ ６
１ ８ ８ ０
１ ８ ８ ９
１ ９ ０ ９
１ ９ ２ ６
１ ９ ２ ８
１ ９ ３ ３
１ ９ ３ ７
１ ９ ４ ５
１ ９ ５ １
１ ９ ５ ５
１ ９ ６ ４
１ ９ ６ ６
１ ９ ６ ７
１ ９ ６ ８
１ ９ ７ ４
１ ９ ７ ６
１ ９ ７ ８
１ ９ ８ １
１ ９ ８ ３
１ ９ ８ ４
１ ９ ８ ６
１ ９ ８ ９
１ ９ ８ ９
１ ９ ９ ２
１ ９ ９ ４
１ ９ ９ ５
１ ９ ９ ８
１ ９ ９ ９
２ ０ ０ １
２ ０ ０ ２
２ ０ ０ ４
２ ０ ０ ４
２ ０ ０ ７
２ ０ １ ０
２ ０ １ ２
２ ０ １ ５
２ ０ １ ８
２ ０ ２ ２

天　正　１３　年
天　正　１４　年
元　和　　元　　年
承　応　　 ２　　年
寛　文　　 ４　　年
延　宝　　 ６　　年
明　治　　 ２　　年
明　治　　 ４　　年
明　治　　 ６　　年
明　治　　 ８　　年
明　治　　 ９　　年
明　治　１３　年
明　治　２２　年
明　治　４２　年
大　正　１５　年
昭　和　� ３　　年
昭　和　� ８　　年
昭　和　１２　年
昭　和　２０　年
昭　和　２６　年
昭　和　３０　年
昭　和　３９　年
昭　和　４１　年
昭　和　４２　年
昭　和　４３　年
昭　和　４９　年
昭　和　５１　年
昭　和　５３　年
昭　和　５６　年
昭　和　５８　年
昭　和　５９　年
昭　和　６１　年
平　成　　元　　年
平　成　　元　　年
平　成　　 ４　　年
平　成　　 ６　　年
平　成　　 ７　　年
平　成　１０　年
平　成　１１　年
平　成　１３　年
平　成　１４　年
平　成　１６　年
平　成　１６　年
平　成　１９　年
平　成　２２　年
平　成　２４　年
平　成　２７　年
平　成　３０　年
令　和　　 ４　　年

蜂須賀家政が阿波に封ぜられ一宮城に入る。城地を猪山とし、渭津を徳島と改める。
家政が完成した徳島城に入る。
淡路の国を加封せられる。
２代藩主蜂須賀忠英が徳島を渭津に改める。
阿波国１３郡を１０郡とする。
５代藩主蜂須賀綱矩が渭津を徳島と改める。
版籍奉還、徳島藩を置く。旧藩主蜂須賀茂韶藩知事となる。
廃藩置県、徳島県を置き井上高格大参事となる。徳島県を名東県に改める。
香川県を廃し、名東県に合併する。
香川県を再置する。
阿波を高知県に編入する。
徳島県を再置する。
徳島市制を施行する。市長井上高格。
徳島市徽章を制定する。
名東郡沖洲、斎津両村を編入する。
徳島市歌を制定する。板野郡川内村向別宮、金沢新田を編入する。
市役所新築落成する。
名東郡加茂名町、加茂町、八万村を編入する。
戦災により市内灰燼に帰す。
勝浦郡多家良、勝占両村を編入する。
名東郡新居町、上八万村、名西郡入田村、板野郡川内村を編入する。
新産業都市の指定を受ける。
板野郡応神町を編入する。
名東郡国府町を編入する。
徳島市民憲章を制定する。
「若人の日」を制定する。
田宮陸上競技場が完成する。
市立体育館が新築落成する。
中央公民館、市立図書館が新築落成する。
アミコ、シビックセンターが落成する。
市役所本館が落成する。
市役所南館が落成する。
徳島市中央公園に鷲の門を再建する。
市制１００周年を迎える。
徳島城博物館が落成する。
阿波史跡公園（古代の邑）が完成する。
徳島自動車道　徳島－藍住間が開通する。
とくしま動物園が開園する。考古資料館が落成する。
阿波おどり会館が落成する。
ふれあい健康館が落成する。
とくしま植物園が開園する。
市民活力開発センターが開所する。
市役所本庁舎ＩＳＯ１４００１の認証を取得。
国民文化祭開催。
「定住自立圏構想」中心市を宣言。
イメージアップキャラクター「トクシィ」・とくしまブランドロゴマークが決まる。
子ども・子育て支援制度を開始。
徳島城博物館の来館者100万人を達成。
SDGs未来都市に内閣府から選定、SDGs達成に向けた取り組みを推進。

● 市 の あ ゆ み
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教育長
松本　賢治

委　員
小橋　千映

委　員
坂田　大輔

教育長職務代理者
藤田　完

委　員
坂口　裕昭

　徳島市教育委員会は教育長及び４人の委員をもって組織する合議制の執行
機関である。
　教育長及び委員は人格が高潔で教育、学術及び文化に関して（教育長に
あっては、教育行政に関して）高い識見を持つ者の中から市長が議会の同意
を得て任命する特別職の地方公務員であり、教育委員会の会議（定例会（月
1 回）・臨時会（随時））を通じて教育行政の方針その他の重要事項を決定
するほか、地域の実情に応じた教育、学術及び文化の振興を図るため、市長
が招集する総合教育会議の場において重点施策等に関する協議及び事務の
調整を行う。

教育長及び教育委員 ●
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● 教育委員会の沿革

昭和24年 5 月22日� 徳島市教育研究所を設置
昭和27年 7 月16日� 徳島市徳島町城ノ内 1番地に徳島市

立図書館設置
昭和27年11月 1 日� 教育委員会法（昭和23年法律第170号）

により徳島市教育委員会を設置
昭和30年 1 月 1 日� 市町村合併により不動幼・小・中お

よび入田幼・小・中を編入
昭和30年 2 月11日� 市町村合併により上八万幼・小・中

を編入
昭和30年 3 月31日� 市町村合併により川内北幼・小、川

内南幼・小、川内中を編入
昭和31年 6 月30日� 「地方教育行政の組織及び運営に関

する法律」公布
昭和31年10月 1 日� 同法施行
昭和34年 6 月27日� 「青年の家」を大神子海岸に設置
昭和35年 7 月 1 日� 「中央公民館」設置（市立図書館を

中央公民館附属図書館とする）
昭和37年 4 月 1 日� 市立高等学校開校
昭和39年 4 月 1 日� 「社会体育課」を設置。徳島市青少

年補導センターを設置
昭和41年10月 1 日� 市町村合併により応神幼・小・中を

編入
昭和42年 1 月 1 日� 市町村合併により国府幼・小・中、

北井上小・中、南井上小を編入、あ
わせて国府給食センターを所管

昭和42年 7 月 1 日� 「社会体育課」を「体育課」と改称（学
校教育における体育をも所管する）

昭和43年 4 月 1 日� 市立高等学校に新たに「理数科」課
程を新設、「教育次長」制、総務課
に「施設係」を設置

� 「青少年補導センター」
　　　　　　　　　　　を「徳島市青少年センター」と改称
昭和43年 8 月 1 日� 「青少年課」「青少年センター」を設置
昭和44年 4 月 1 日� 学校教育課に「給食係」を設置
昭和45年 4 月 1 日� 「青少年センター」を「青少年補導

センター」と改称
昭和47年 4 月 1 日� 学校教育課に「管理係」、社会教育

課に「同和教育係」、体育課に「庶
務係」を設置

昭和48年 4 月 1 日� 社会教育課に「文化振興係」を設置
昭和48年 7 月 1 日� 「同和教育課」を設置
昭和51年 4 月 1 日� 総務課「施設係」を「施設第一係」「施

設第二係」に分割
� 教育次長を 2人制とする
昭和52年 4 月 1 日� 体育課「施設係」を廃止
� 徳島市視聴覚ライブラリーを教育研

究所に設置
昭和54年 4 月 1 日� 学校教育課学事係担当の学校保健、

安全会などを体育課指導係に移管
昭和56年 4 月 1 日� 徳島市視聴覚ライブラリーを社会教

育課へ移管
� 徳島市教育資料センターを教育研究

所に設置
� 徳島市史編さん室を中央公民館附属

図書館へ移管
昭和56年 5 月 1 日� 「徳島市立図書館」及び「徳島市中

央公民館」を徳島市徳島町城ノ内 2
番地に設置。両館の新設に伴い中央
公民館附属図書館の廃止

� 徳島市史編さん室を徳島市立図書館
へ移管

昭和57年 4 月 1 日� 徳島市視聴覚ライブラリーを徳島市
立図書館へ移管

� 総務課経理係担当の奨学事業を学校
教育課管理係に移管

昭和58年 4 月 1 日� 奨学事業を学校教育課学事係へ移管
昭和59年 4 月 1 日� 同和教育課に「企画係」を設置、「庶

務係」を廃止
昭和59年10月20日� 「青年の家」を廃止
昭和61年 4 月 1 日� 事務局の機構改革を実施し 5課制と

する
� 教育次長を 2人制から 1人制とする

総務課の「施設第一係」と「施設第
二係」を統合し「施設係」とする

昭和61年 4 月 1 日� 学校教育課の「学事係」と「管理係」
を統合し「学事管理係」とする

� 社会教育課の「庶務係」と「指導係」
を統合し、「指導係」とする

� 青少年課を廃止し、青少年育成補導
センターとして、社会教育課に属す
る体育課を体育保健課に改め、「庶
務係」と「指導係」を統合し、「指
導係」とする

� 国体開催に備え、「国体準備係」を
新設する

� 図書館の「庶務係」と「奉仕係」を
統合し、「図書館係」とする

� 宮井小学校本庄分校を渋野小学校に
統合

昭和63年 4 月 1 日� 体育保健課に「管理係」を設置、「国
体準備係」を廃止

昭和63年 5 月 1 日� 青少年交流プラザ開設
平成元年 4月 1日� 教育次長を 1人制から 2人制とする
平成 2年 4月 1日� 青少年育成補導センターを学校教育

課へ移管
� 社会教育課に「博物館建設準備室」

を設置
平成 4年10月 1 日� 徳島城博物館開設、「博物館建設準

備室」を廃止
平成10年 4 月 1 日� 学校教育課に「給食管理室」を設置、

「給食係」を廃止
� 「学事管理係」を「学事係」「管理係」

に分割
� 「国府給食センター」を廃止
平成10年11月21日� 徳島市立考古資料館開設
平成11年 4 月 1 日� 徳島市適応指導推進施設開設
平成12年 4 月 1 日� 総務課「施設係」を「施設管理係」「維

持建設係」に分割
平成14年 4 月 1 日� 学校教育課に「人権教育係」を設置
� 社会教育課の「文化振興係」を「文

化財係」とする
� 「同和教育課」を廃止
平成17年 4 月 1 日� 矢野幼稚園を国府幼稚園に統合
平成18年 4 月 1 日� 「体育保健課」を「スポーツ振興課」

と改称、「管理係」を「施設管理係」、
「指導係」を「保健体育係」とする

平成20年 4 月 1 日� 徳島市立図書館に指定管理者制度を
導入、徳島市視聴覚ライブラリー及
び市史編さん室を中央公民館へ移管

平成20年 5 月 1 日� 社会教育課に「管理係」を設置
平成21年 4 月 1 日� 徳島市立考古資料館に指定管理者制

度を導入
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平成21年12月28日� 徳島市立高等学校新校舎完成
� （第 1期工事完了）
平成22年 4 月 1 日� 学校教育課に「幼稚園教育係」を設置
� 応神幼稚園古川分園を応神幼稚園に

統合
平成23年 4 月 1 日� 総務課「維持建設係」を廃止
平成24年 4 月 1 日� 徳島市立図書館をアミコビルに移転
平成27年 4 月 1 日� 宮井小学校八多分校を宮井小学校に

統合
平成28年 4 月 1 日� 一宮幼稚園を上八万幼稚園に統合
平成30年 4 月 1 日� 内町幼稚園を助任幼稚園に、新町幼

稚園を富田幼稚園に、北井上幼稚園
を北井上認定こども園に統合

平成31年 4 月 1 日� 飯谷小学校を宮井小学校に統合
令和 2年 4月 1日� 大松幼稚園を勝占認定こども園に統合
令和 3年 4月 1日� 教育に関する事務のうち「スポーツ

に関すること（学校における体育に
関することを除く。）」を市長に移管

　　　　　　　　　　　学校教育課の「給食管理室」とスポー
ツ振興課を統合し、新たに「体育保
健給食課」を設置

　　　　　　　　　　　高校総体開催に備え、体育保健給食
課に「高校総体係」を新設

令和 4年 4月 1日� 地域の生涯学習の推進に関すること
（コミュニティセンターの事業とし
て行うものに限る。）を市長の補助
機関である職員に補助執行させるこ
ととする。

　　　　　　　　　　　幼稚園の入園、転園及び退園に関す
ること並びに未就園児への幼稚園開
放に関することを市長の補助機関で
ある職員に補助執行させることとす
る

　　　　　　　　　　　学校教育課「幼稚園教育係」を廃止
　　　　　　　　　　　中央公民館及び徳島市視聴覚ライブ

ラリーを廃止
　　　　　　　　　　　社会教育課に「公民館係」を設置
　　　　　　　　　　　市史編さん室を徳島城博物館へ移管
　　　　　　　　　　　不動幼稚園を不動認定こども園に統

合
令和 5年 4月 1日� 体育保健給食課「高校総体係」を廃

止
　　　　　　　　　　　佐古幼稚園を千松幼稚園に、城東幼

稚園と沖洲幼稚園を福島幼稚園に、
昭和幼稚園を富田幼稚園に、加茂名
南幼稚園を加茂名幼稚園に、川内南
幼稚園を川内北幼稚園に、南井上幼
稚園を国府幼稚園に統合

令和 6年 4月 1日� 社会教育課「公民館係」を廃止
� 八万南幼稚園を八万幼稚園に統合
令和 7年 4月 1日� 富田幼稚園を富田認定こども園に統

合
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● 基本方針・重点施策

　教育文化都市徳島の実現をめざして　
　徳島市教育委員会は、「徳島市教育大綱」及び「徳島市教育振興基本計画」に示された基本理念の下、基本目標であ
る「かがやきの人づくり～文化を育み、未来へ飛翔する人づくり～」の達成に向けて掲げた次の６つの基本方針に則り、
各教育施策を推進しています。

徳島市教育委員会は、「徳島市教育大綱」及び「徳島市教育振興基本計画」に示された基本理念の下、基本目標である「か

がやきの 人づくり～文化を育み、未来へ飛翔する人づくり～」の達成に向けて 掲げた次の６つの基本方針に則り、各教育施

策を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【【基基本本方方針針１１】】  

  「「生生ききるる力力」」をを育育むむ学学校校教教育育のの推推進進  

学校教育においては、「生きる力」の育成を基本とし、

幼児・児童生徒が、自ら学び、自ら考える教育を目指す

とともに、知・徳・体のバランスのとれた教育を展開し、

「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」を育む教育

を推進します。 

●重点施策  

・学びサポーター配置事業 

・教職員に対する研修の実施 

・学校給食食育推進事業 

・幼児教育施設と小学校間の連携推進 

・学校支援助教員の配置 

・STEAM 教育の推進 

・ＩＣＴ支援員の配置 

【【基基本本方方針針２２】】  

信信頼頼さされれるる教教育育環環境境のの実実現現  

開かれた学校づくりを推進し、地域の教育力の積極的

な導入に努めるとともに、安全・安心な学校づくりを進め

ます。さらに教育の組織運営体制の充実を図ります。 

●重点施策 

・校舎長寿命化改修事業 

・教員業務支援員（スクールヘルパー）の配置 

・副校長・教頭マネジメント支援員の配置 

【【基基本本方方針針３３】】  

心心豊豊かかででたたくくままししいい青青少少年年のの育育成成  

次代を担う青少年が、心豊かにたくましく成長できるよ

う学校・家庭・地域・行政が一体となり、青少年の健全育

成に取り組みます。 

●重点施策 

・青少年行事の実施 

・市民総ぐるみ青少年健全育成事業 

・いじめ問題等対策事業 

・不登校対策推進事業 

・学生メンタルサポーター（ＳＭＳ）派遣事業 

【【基基本本方方針針４４】】  

一一人人ひひととりりをを尊尊重重すするる人人権権教教育育・・啓啓発発のの推推進進  

学校教育及び社会教育において、これまで推進して

きた同和教育の成果と手法を生かしながら、すべての人

の人権が尊ばれる社会づくりを目指し、人権教育・啓発

を推進します。 

●重点施策 

・人権教育推進事業 

・国際理解教育推進事業 

・帰国・外国人児童生徒等受入れ支援事業 

・日本語支援サポーター事業 

・人権教育促進事業 

【【基基本本方方針針５５】】  

創創造造すするる喜喜びびをを拡拡げげるる生生涯涯学学習習のの推推進進  

市民が必要とする学習を主体的に選択できるよう、さま

ざまな領域やレベルの学習機会を継続的・体系的に提

供するとともに、その学習成果を生かした社会参加活動

を一層支援するため総合的な取組を進めます。 

●重点施策 

・学習機会の提供支援事業 

・図書館事業 

【【基基本本方方針針６６】】  

郷郷土土のの遺遺産産ででああるる文文化化財財のの保保存存とと活活用用  

伝統文化を継承・発展させるために、活動環境づくり

に努めるとともに、文化財が現代社会において積極的な

役割を果たすことができるように、その保護・整備・活用

に努めます。 

●重点施策 

・徳島市文化財保存活用地域計画策定事業 

・県指定史跡「一宮城跡」の国史跡指定推進事業 

徳島市教育委員会は、「徳島市教育大綱」及び「徳島市教育振興基本計画」に示された基本理念の下、基本目標である「か

がやきの 人づくり～文化を育み、未来へ飛翔する人づくり～」の達成に向けて 掲げた次の６つの基本方針に則り、各教育施

策を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【【基基本本方方針針１１】】  

  「「生生ききるる力力」」をを育育むむ学学校校教教育育のの推推進進  

学校教育においては、「生きる力」の育成を基本とし、

幼児・児童生徒が、自ら学び、自ら考える教育を目指す

とともに、知・徳・体のバランスのとれた教育を展開し、

「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」を育む教育

を推進します。 

●重点施策  

・学びサポーター配置事業 

・教職員に対する研修の実施 

・学校給食食育推進事業 

・幼児教育施設と小学校間の連携推進 

・学校支援助教員の配置 

・STEAM 教育の推進 

・ＩＣＴ支援員の配置 

【【基基本本方方針針２２】】  

信信頼頼さされれるる教教育育環環境境のの実実現現  

開かれた学校づくりを推進し、地域の教育力の積極的

な導入に努めるとともに、安全・安心な学校づくりを進め

ます。さらに教育の組織運営体制の充実を図ります。 

●重点施策 

・校舎長寿命化改修事業 

・教員業務支援員（スクールヘルパー）の配置 

・副校長・教頭マネジメント支援員の配置 

【【基基本本方方針針３３】】  

心心豊豊かかででたたくくままししいい青青少少年年のの育育成成  

次代を担う青少年が、心豊かにたくましく成長できるよ

う学校・家庭・地域・行政が一体となり、青少年の健全育

成に取り組みます。 

●重点施策 

・青少年行事の実施 

・市民総ぐるみ青少年健全育成事業 

・いじめ問題等対策事業 

・不登校対策推進事業 

・学生メンタルサポーター（ＳＭＳ）派遣事業 

【【基基本本方方針針４４】】  

一一人人ひひととりりをを尊尊重重すするる人人権権教教育育・・啓啓発発のの推推進進  

学校教育及び社会教育において、これまで推進して

きた同和教育の成果と手法を生かしながら、すべての人

の人権が尊ばれる社会づくりを目指し、人権教育・啓発

を推進します。 

●重点施策 

・人権教育推進事業 

・国際理解教育推進事業 

・帰国・外国人児童生徒等受入れ支援事業 

・日本語支援サポーター事業 

・人権教育促進事業 

【【基基本本方方針針５５】】  

創創造造すするる喜喜びびをを拡拡げげるる生生涯涯学学習習のの推推進進  

市民が必要とする学習を主体的に選択できるよう、さま

ざまな領域やレベルの学習機会を継続的・体系的に提

供するとともに、その学習成果を生かした社会参加活動

を一層支援するため総合的な取組を進めます。 

●重点施策 

・学習機会の提供支援事業 

・図書館事業 

【【基基本本方方針針６６】】  

郷郷土土のの遺遺産産ででああるる文文化化財財のの保保存存とと活活用用  

伝統文化を継承・発展させるために、活動環境づくり

に努めるとともに、文化財が現代社会において積極的な

役割を果たすことができるように、その保護・整備・活用

に努めます。 

●重点施策 

・徳島市文化財保存活用地域計画策定事業 

・県指定史跡「一宮城跡」の国史跡指定推進事業 

徳島市教育委員会は、「徳島市教育大綱」及び「徳島市教育振興基本計画」に示された基本理念の下、基本目標である「か

がやきの 人づくり～文化を育み、未来へ飛翔する人づくり～」の達成に向けて 掲げた次の６つの基本方針に則り、各教育施

策を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【【基基本本方方針針１１】】  

  「「生生ききるる力力」」をを育育むむ学学校校教教育育のの推推進進  

学校教育においては、「生きる力」の育成を基本とし、

幼児・児童生徒が、自ら学び、自ら考える教育を目指す

とともに、知・徳・体のバランスのとれた教育を展開し、

「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」を育む教育

を推進します。 

●重点施策  

・学びサポーター配置事業 

・教職員に対する研修の実施 

・学校給食食育推進事業 

・幼児教育施設と小学校間の連携推進 

・学校支援助教員の配置 

・STEAM 教育の推進 

・ＩＣＴ支援員の配置 

【【基基本本方方針針２２】】  

信信頼頼さされれるる教教育育環環境境のの実実現現  

開かれた学校づくりを推進し、地域の教育力の積極的

な導入に努めるとともに、安全・安心な学校づくりを進め

ます。さらに教育の組織運営体制の充実を図ります。 

●重点施策 

・校舎長寿命化改修事業 

・教員業務支援員（スクールヘルパー）の配置 

・副校長・教頭マネジメント支援員の配置 

【【基基本本方方針針３３】】  

心心豊豊かかででたたくくままししいい青青少少年年のの育育成成  

次代を担う青少年が、心豊かにたくましく成長できるよ

う学校・家庭・地域・行政が一体となり、青少年の健全育

成に取り組みます。 

●重点施策 

・青少年行事の実施 

・市民総ぐるみ青少年健全育成事業 

・いじめ問題等対策事業 

・不登校対策推進事業 

・学生メンタルサポーター（ＳＭＳ）派遣事業 

【【基基本本方方針針４４】】  

一一人人ひひととりりをを尊尊重重すするる人人権権教教育育・・啓啓発発のの推推進進  

学校教育及び社会教育において、これまで推進して

きた同和教育の成果と手法を生かしながら、すべての人

の人権が尊ばれる社会づくりを目指し、人権教育・啓発

を推進します。 

●重点施策 

・人権教育推進事業 

・国際理解教育推進事業 

・帰国・外国人児童生徒等受入れ支援事業 

・日本語支援サポーター事業 

・人権教育促進事業 

【【基基本本方方針針５５】】  

創創造造すするる喜喜びびをを拡拡げげるる生生涯涯学学習習のの推推進進  

市民が必要とする学習を主体的に選択できるよう、さま

ざまな領域やレベルの学習機会を継続的・体系的に提

供するとともに、その学習成果を生かした社会参加活動

を一層支援するため総合的な取組を進めます。 

●重点施策 

・学習機会の提供支援事業 

・図書館事業 

【【基基本本方方針針６６】】  

郷郷土土のの遺遺産産ででああるる文文化化財財のの保保存存とと活活用用  

伝統文化を継承・発展させるために、活動環境づくり

に努めるとともに、文化財が現代社会において積極的な

役割を果たすことができるように、その保護・整備・活用

に努めます。 

●重点施策 

・徳島市文化財保存活用地域計画策定事業 

・県指定史跡「一宮城跡」の国史跡指定推進事業 

徳島市教育委員会は、「徳島市教育大綱」及び「徳島市教育振興基本計画」に示された基本理念の下、基本目標である「か

がやきの 人づくり～文化を育み、未来へ飛翔する人づくり～」の達成に向けて 掲げた次の６つの基本方針に則り、各教育施

策を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【【基基本本方方針針１１】】  

  「「生生ききるる力力」」をを育育むむ学学校校教教育育のの推推進進  

学校教育においては、「生きる力」の育成を基本とし、

幼児・児童生徒が、自ら学び、自ら考える教育を目指す

とともに、知・徳・体のバランスのとれた教育を展開し、

「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」を育む教育

を推進します。 

●重点施策  

・学びサポーター配置事業 

・教職員に対する研修の実施 

・学校給食食育推進事業 

・幼児教育施設と小学校間の連携推進 

・学校支援助教員の配置 

・STEAM 教育の推進 

・ＩＣＴ支援員の配置 

【【基基本本方方針針２２】】  

信信頼頼さされれるる教教育育環環境境のの実実現現  

開かれた学校づくりを推進し、地域の教育力の積極的

な導入に努めるとともに、安全・安心な学校づくりを進め

ます。さらに教育の組織運営体制の充実を図ります。 

●重点施策 

・校舎長寿命化改修事業 

・教員業務支援員（スクールヘルパー）の配置 

・副校長・教頭マネジメント支援員の配置 

【【基基本本方方針針３３】】  

心心豊豊かかででたたくくままししいい青青少少年年のの育育成成  

次代を担う青少年が、心豊かにたくましく成長できるよ

う学校・家庭・地域・行政が一体となり、青少年の健全育

成に取り組みます。 

●重点施策 

・青少年行事の実施 

・市民総ぐるみ青少年健全育成事業 

・いじめ問題等対策事業 

・不登校対策推進事業 

・学生メンタルサポーター（ＳＭＳ）派遣事業 

【【基基本本方方針針４４】】  

一一人人ひひととりりをを尊尊重重すするる人人権権教教育育・・啓啓発発のの推推進進  

学校教育及び社会教育において、これまで推進して

きた同和教育の成果と手法を生かしながら、すべての人

の人権が尊ばれる社会づくりを目指し、人権教育・啓発

を推進します。 

●重点施策 

・人権教育推進事業 

・国際理解教育推進事業 

・帰国・外国人児童生徒等受入れ支援事業 

・日本語支援サポーター事業 

・人権教育促進事業 

【【基基本本方方針針５５】】  

創創造造すするる喜喜びびをを拡拡げげるる生生涯涯学学習習のの推推進進  

市民が必要とする学習を主体的に選択できるよう、さま

ざまな領域やレベルの学習機会を継続的・体系的に提

供するとともに、その学習成果を生かした社会参加活動

を一層支援するため総合的な取組を進めます。 

●重点施策 

・学習機会の提供支援事業 

・図書館事業 

【【基基本本方方針針６６】】  

郷郷土土のの遺遺産産ででああるる文文化化財財のの保保存存とと活活用用  

伝統文化を継承・発展させるために、活動環境づくり

に努めるとともに、文化財が現代社会において積極的な

役割を果たすことができるように、その保護・整備・活用

に努めます。 

●重点施策 

・徳島市文化財保存活用地域計画策定事業 

・県指定史跡「一宮城跡」の国史跡指定推進事業 

徳島市教育委員会は、「徳島市教育大綱」及び「徳島市教育振興基本計画」に示された基本理念の下、基本目標である「か

がやきの 人づくり～文化を育み、未来へ飛翔する人づくり～」の達成に向けて 掲げた次の６つの基本方針に則り、各教育施

策を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【【基基本本方方針針１１】】  

  「「生生ききるる力力」」をを育育むむ学学校校教教育育のの推推進進  

学校教育においては、「生きる力」の育成を基本とし、

幼児・児童生徒が、自ら学び、自ら考える教育を目指す

とともに、知・徳・体のバランスのとれた教育を展開し、

「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」を育む教育

を推進します。 

●重点施策  

・学びサポーター配置事業 

・教職員に対する研修の実施 

・学校給食食育推進事業 

・幼児教育施設と小学校間の連携推進 

・学校支援助教員の配置 

・STEAM 教育の推進 

・ＩＣＴ支援員の配置 

【【基基本本方方針針２２】】  

信信頼頼さされれるる教教育育環環境境のの実実現現  

開かれた学校づくりを推進し、地域の教育力の積極的

な導入に努めるとともに、安全・安心な学校づくりを進め

ます。さらに教育の組織運営体制の充実を図ります。 

●重点施策 

・校舎長寿命化改修事業 

・教員業務支援員（スクールヘルパー）の配置 

・副校長・教頭マネジメント支援員の配置 

【【基基本本方方針針３３】】  

心心豊豊かかででたたくくままししいい青青少少年年のの育育成成  

次代を担う青少年が、心豊かにたくましく成長できるよ

う学校・家庭・地域・行政が一体となり、青少年の健全育

成に取り組みます。 

●重点施策 

・青少年行事の実施 

・市民総ぐるみ青少年健全育成事業 

・いじめ問題等対策事業 

・不登校対策推進事業 

・学生メンタルサポーター（ＳＭＳ）派遣事業 

【【基基本本方方針針４４】】  

一一人人ひひととりりをを尊尊重重すするる人人権権教教育育・・啓啓発発のの推推進進  

学校教育及び社会教育において、これまで推進して

きた同和教育の成果と手法を生かしながら、すべての人

の人権が尊ばれる社会づくりを目指し、人権教育・啓発

を推進します。 

●重点施策 

・人権教育推進事業 

・国際理解教育推進事業 

・帰国・外国人児童生徒等受入れ支援事業 

・日本語支援サポーター事業 

・人権教育促進事業 

【【基基本本方方針針５５】】  

創創造造すするる喜喜びびをを拡拡げげるる生生涯涯学学習習のの推推進進  

市民が必要とする学習を主体的に選択できるよう、さま

ざまな領域やレベルの学習機会を継続的・体系的に提

供するとともに、その学習成果を生かした社会参加活動

を一層支援するため総合的な取組を進めます。 

●重点施策 

・学習機会の提供支援事業 

・図書館事業 

【【基基本本方方針針６６】】  

郷郷土土のの遺遺産産ででああるる文文化化財財のの保保存存とと活活用用  

伝統文化を継承・発展させるために、活動環境づくり

に努めるとともに、文化財が現代社会において積極的な

役割を果たすことができるように、その保護・整備・活用

に努めます。 

●重点施策 

・徳島市文化財保存活用地域計画策定事業 

・県指定史跡「一宮城跡」の国史跡指定推進事業 

徳島市教育委員会は、「徳島市教育大綱」及び「徳島市教育振興基本計画」に示された基本理念の下、基本目標である「か

がやきの 人づくり～文化を育み、未来へ飛翔する人づくり～」の達成に向けて 掲げた次の６つの基本方針に則り、各教育施

策を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【【基基本本方方針針１１】】  

  「「生生ききるる力力」」をを育育むむ学学校校教教育育のの推推進進  

学校教育においては、「生きる力」の育成を基本とし、

幼児・児童生徒が、自ら学び、自ら考える教育を目指す

とともに、知・徳・体のバランスのとれた教育を展開し、

「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」を育む教育

を推進します。 

●重点施策  

・学びサポーター配置事業 

・教職員に対する研修の実施 

・学校給食食育推進事業 

・幼児教育施設と小学校間の連携推進 

・学校支援助教員の配置 

・STEAM 教育の推進 

・ＩＣＴ支援員の配置 

【【基基本本方方針針２２】】  

信信頼頼さされれるる教教育育環環境境のの実実現現  

開かれた学校づくりを推進し、地域の教育力の積極的

な導入に努めるとともに、安全・安心な学校づくりを進め

ます。さらに教育の組織運営体制の充実を図ります。 

●重点施策 

・校舎長寿命化改修事業 

・教員業務支援員（スクールヘルパー）の配置 

・副校長・教頭マネジメント支援員の配置 

【【基基本本方方針針３３】】  

心心豊豊かかででたたくくままししいい青青少少年年のの育育成成  

次代を担う青少年が、心豊かにたくましく成長できるよ

う学校・家庭・地域・行政が一体となり、青少年の健全育

成に取り組みます。 

●重点施策 

・青少年行事の実施 

・市民総ぐるみ青少年健全育成事業 

・いじめ問題等対策事業 

・不登校対策推進事業 

・学生メンタルサポーター（ＳＭＳ）派遣事業 

【【基基本本方方針針４４】】  

一一人人ひひととりりをを尊尊重重すするる人人権権教教育育・・啓啓発発のの推推進進  

学校教育及び社会教育において、これまで推進して

きた同和教育の成果と手法を生かしながら、すべての人

の人権が尊ばれる社会づくりを目指し、人権教育・啓発

を推進します。 

●重点施策 

・人権教育推進事業 

・国際理解教育推進事業 

・帰国・外国人児童生徒等受入れ支援事業 

・日本語支援サポーター事業 

・人権教育促進事業 

【【基基本本方方針針５５】】  

創創造造すするる喜喜びびをを拡拡げげるる生生涯涯学学習習のの推推進進  

市民が必要とする学習を主体的に選択できるよう、さま

ざまな領域やレベルの学習機会を継続的・体系的に提

供するとともに、その学習成果を生かした社会参加活動

を一層支援するため総合的な取組を進めます。 

●重点施策 

・学習機会の提供支援事業 

・図書館事業 

【【基基本本方方針針６６】】  

郷郷土土のの遺遺産産ででああるる文文化化財財のの保保存存とと活活用用  

伝統文化を継承・発展させるために、活動環境づくり

に努めるとともに、文化財が現代社会において積極的な

役割を果たすことができるように、その保護・整備・活用

に努めます。 

●重点施策 

・徳島市文化財保存活用地域計画策定事業 

・県指定史跡「一宮城跡」の国史跡指定推進事業 

徳島市教育委員会は、「徳島市教育大綱」及び「徳島市教育振興基本計画」に示された基本理念の下、基本目標である「か

がやきの 人づくり～文化を育み、未来へ飛翔する人づくり～」の達成に向けて 掲げた次の６つの基本方針に則り、各教育施

策を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【【基基本本方方針針１１】】  

  「「生生ききるる力力」」をを育育むむ学学校校教教育育のの推推進進  

学校教育においては、「生きる力」の育成を基本とし、

幼児・児童生徒が、自ら学び、自ら考える教育を目指す

とともに、知・徳・体のバランスのとれた教育を展開し、

「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」を育む教育

を推進します。 

●主な事業  

・学びサポーター配置事業 

・教職員に対する研修の実施 

・学校給食食育推進事業 

・幼児教育施設と小学校間の連携推進 

・学校支援助教員の配置 

・STEAM 教育の推進 

・ＩＣＴ支援員の配置 

【【基基本本方方針針２２】】  

信信頼頼さされれるる教教育育環環境境のの実実現現  

開かれた学校づくりを推進し、地域の教育力の積極的

な導入に努めるとともに、安全・安心な学校づくりを進め

ます。さらに教育の組織運営体制の充実を図ります。 

●主な事業 

・校舎長寿命化改修事業 

・教員業務支援員（スクールヘルパー）の配置 

・副校長・教頭マネジメント支援員の配置 

【【基基本本方方針針３３】】  

心心豊豊かかででたたくくままししいい青青少少年年のの育育成成  

次代を担う青少年が、心豊かにたくましく成長できるよ

う学校・家庭・地域・行政が一体となり、青少年の健全育

成に取り組みます。 

●主な事業 

・青少年行事の実施 

・市民総ぐるみ青少年健全育成事業 

・いじめ問題等対策事業 

・不登校対策推進事業 

・学生メンタルサポーター（ＳＭＳ）派遣事業 

【【基基本本方方針針４４】】  

一一人人ひひととりりをを尊尊重重すするる人人権権教教育育・・啓啓発発のの推推進進  

学校教育及び社会教育において、これまで推進して

きた同和教育の成果と手法を生かしながら、すべての人

の人権が尊ばれる社会づくりを目指し、人権教育・啓発

を推進します。 

●主な事業 

・人権教育推進事業 

・国際理解教育推進事業 

・帰国・外国人児童生徒等受入れ支援事業 

・日本語支援サポーター事業 

・人権教育促進事業 

【【基基本本方方針針５５】】  

創創造造すするる喜喜びびをを拡拡げげるる生生涯涯学学習習のの推推進進  

市民が必要とする学習を主体的に選択できるよう、さま

ざまな領域やレベルの学習機会を継続的・体系的に提

供するとともに、その学習成果を生かした社会参加活動

を一層支援するため総合的な取組を進めます。 

●主な事業 

・学習機会の提供支援事業 

・図書館事業 

【【基基本本方方針針６６】】  

郷郷土土のの遺遺産産ででああるる文文化化財財のの保保存存とと活活用用  

伝統文化を継承・発展させるために、活動環境づくり

に努めるとともに、文化財が現代社会において積極的な

役割を果たすことができるように、その保護・整備・活用

に努めます。 

●主な事業 

・徳島市文化財保存活用地域計画策定事業 

・県指定史跡「一宮城跡」の国史跡指定推進事業 

徳島市教育委員会は、「徳島市教育大綱」及び「徳島市教育振興基本計画」に示された基本理念の下、基本目標である「か

がやきの 人づくり～文化を育み、未来へ飛翔する人づくり～」の達成に向けて 掲げた次の６つの基本方針に則り、各教育施

策を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【【基基本本方方針針１１】】  

  「「生生ききるる力力」」をを育育むむ学学校校教教育育のの推推進進  

学校教育においては、「生きる力」の育成を基本とし、

幼児・児童生徒が、自ら学び、自ら考える教育を目指す

とともに、知・徳・体のバランスのとれた教育を展開し、

「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」を育む教育

を推進します。 

●主な事業  

・学びサポーター配置事業 

・教職員に対する研修の実施 

・学校給食食育推進事業 

・幼児教育施設と小学校間の連携推進 

・学校支援助教員の配置 

・STEAM 教育の推進 

・ＩＣＴ支援員の配置 

【【基基本本方方針針２２】】  

信信頼頼さされれるる教教育育環環境境のの実実現現  

開かれた学校づくりを推進し、地域の教育力の積極的

な導入に努めるとともに、安全・安心な学校づくりを進め

ます。さらに教育の組織運営体制の充実を図ります。 

●主な事業 

・校舎長寿命化改修事業 

・教員業務支援員（スクールヘルパー）の配置 

・副校長・教頭マネジメント支援員の配置 

【【基基本本方方針針３３】】  

心心豊豊かかででたたくくままししいい青青少少年年のの育育成成  

次代を担う青少年が、心豊かにたくましく成長できるよ

う学校・家庭・地域・行政が一体となり、青少年の健全育

成に取り組みます。 

●主な事業 

・青少年行事の実施 

・市民総ぐるみ青少年健全育成事業 

・いじめ問題等対策事業 

・不登校対策推進事業 

・学生メンタルサポーター（ＳＭＳ）派遣事業 

【【基基本本方方針針４４】】  

一一人人ひひととりりをを尊尊重重すするる人人権権教教育育・・啓啓発発のの推推進進  

学校教育及び社会教育において、これまで推進して

きた同和教育の成果と手法を生かしながら、すべての人

の人権が尊ばれる社会づくりを目指し、人権教育・啓発

を推進します。 

●主な事業 

・人権教育推進事業 

・国際理解教育推進事業 

・帰国・外国人児童生徒等受入れ支援事業 

・日本語支援サポーター事業 

・人権教育促進事業 

【【基基本本方方針針５５】】  

創創造造すするる喜喜びびをを拡拡げげるる生生涯涯学学習習のの推推進進  

市民が必要とする学習を主体的に選択できるよう、さま

ざまな領域やレベルの学習機会を継続的・体系的に提

供するとともに、その学習成果を生かした社会参加活動

を一層支援するため総合的な取組を進めます。 

●主な事業 

・学習機会の提供支援事業 

・図書館事業 

【【基基本本方方針針６６】】  

郷郷土土のの遺遺産産ででああるる文文化化財財のの保保存存とと活活用用  

伝統文化を継承・発展させるために、活動環境づくり

に努めるとともに、文化財が現代社会において積極的な

役割を果たすことができるように、その保護・整備・活用

に努めます。 

●主な事業 

・徳島市文化財保存活用地域計画策定事業 

・県指定史跡「一宮城跡」の国史跡指定推進事業 

徳島市教育委員会は、「徳島市教育大綱」及び「徳島市教育振興基本計画」に示された基本理念の下、基本目標である「か

がやきの 人づくり～文化を育み、未来へ飛翔する人づくり～」の達成に向けて 掲げた次の６つの基本方針に則り、各教育施

策を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【【基基本本方方針針１１】】  

  「「生生ききるる力力」」をを育育むむ学学校校教教育育のの推推進進  

学校教育においては、「生きる力」の育成を基本とし、

幼児・児童生徒が、自ら学び、自ら考える教育を目指す

とともに、知・徳・体のバランスのとれた教育を展開し、

「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」を育む教育

を推進します。 

●主な事業  

・学びサポーター配置事業 

・教職員に対する研修の実施 

・学校給食食育推進事業 

・幼児教育施設と小学校間の連携推進 

・学校支援助教員の配置 

・STEAM 教育の推進 

・ＩＣＴ支援員の配置 

【【基基本本方方針針２２】】  

信信頼頼さされれるる教教育育環環境境のの実実現現  

開かれた学校づくりを推進し、地域の教育力の積極的

な導入に努めるとともに、安全・安心な学校づくりを進め

ます。さらに教育の組織運営体制の充実を図ります。 

●主な事業 

・校舎長寿命化改修事業 

・教員業務支援員（スクールヘルパー）の配置 

・副校長・教頭マネジメント支援員の配置 

【【基基本本方方針針３３】】  

心心豊豊かかででたたくくままししいい青青少少年年のの育育成成  

次代を担う青少年が、心豊かにたくましく成長できるよ

う学校・家庭・地域・行政が一体となり、青少年の健全育

成に取り組みます。 

●主な事業 

・青少年行事の実施 

・市民総ぐるみ青少年健全育成事業 

・いじめ問題等対策事業 

・不登校対策推進事業 

・学生メンタルサポーター（ＳＭＳ）派遣事業 

【【基基本本方方針針４４】】  

一一人人ひひととりりをを尊尊重重すするる人人権権教教育育・・啓啓発発のの推推進進  

学校教育及び社会教育において、これまで推進して

きた同和教育の成果と手法を生かしながら、すべての人

の人権が尊ばれる社会づくりを目指し、人権教育・啓発

を推進します。 

●主な事業 

・人権教育推進事業 

・国際理解教育推進事業 

・帰国・外国人児童生徒等受入れ支援事業 

・日本語支援サポーター事業 

・人権教育促進事業 

【【基基本本方方針針５５】】  

創創造造すするる喜喜びびをを拡拡げげるる生生涯涯学学習習のの推推進進  

市民が必要とする学習を主体的に選択できるよう、さま

ざまな領域やレベルの学習機会を継続的・体系的に提

供するとともに、その学習成果を生かした社会参加活動

を一層支援するため総合的な取組を進めます。 

●主な事業 

・学習機会の提供支援事業 

・図書館事業 

【【基基本本方方針針６６】】  

郷郷土土のの遺遺産産ででああるる文文化化財財のの保保存存とと活活用用  

伝統文化を継承・発展させるために、活動環境づくり

に努めるとともに、文化財が現代社会において積極的な

役割を果たすことができるように、その保護・整備・活用

に努めます。 

●主な事業 

・徳島市文化財保存活用地域計画策定事業 

・県指定史跡「一宮城跡」の国史跡指定推進事業 

徳島市教育委員会は、「徳島市教育大綱」及び「徳島市教育振興基本計画」に示された基本理念の下、基本目標である「か

がやきの 人づくり～文化を育み、未来へ飛翔する人づくり～」の達成に向けて 掲げた次の６つの基本方針に則り、各教育施

策を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【【基基本本方方針針１１】】  

  「「生生ききるる力力」」をを育育むむ学学校校教教育育のの推推進進  

学校教育においては、「生きる力」の育成を基本とし、

幼児・児童生徒が、自ら学び、自ら考える教育を目指す

とともに、知・徳・体のバランスのとれた教育を展開し、

「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」を育む教育

を推進します。 

●主な事業  

・学びサポーター配置事業 

・教職員に対する研修の実施 

・学校給食食育推進事業 

・幼児教育施設と小学校間の連携推進 

・学校支援助教員の配置 

・STEAM 教育の推進 

・ＩＣＴ支援員の配置 

【【基基本本方方針針２２】】  

信信頼頼さされれるる教教育育環環境境のの実実現現  

開かれた学校づくりを推進し、地域の教育力の積極的

な導入に努めるとともに、安全・安心な学校づくりを進め

ます。さらに教育の組織運営体制の充実を図ります。 

●主な事業 

・校舎長寿命化改修事業 

・教員業務支援員（スクールヘルパー）の配置 

・副校長・教頭マネジメント支援員の配置 

【【基基本本方方針針３３】】  

心心豊豊かかででたたくくままししいい青青少少年年のの育育成成  

次代を担う青少年が、心豊かにたくましく成長できるよ

う学校・家庭・地域・行政が一体となり、青少年の健全育

成に取り組みます。 

●主な事業 

・青少年行事の実施 

・市民総ぐるみ青少年健全育成事業 

・いじめ問題等対策事業 

・不登校対策推進事業 

・学生メンタルサポーター（ＳＭＳ）派遣事業 

【【基基本本方方針針４４】】  

一一人人ひひととりりをを尊尊重重すするる人人権権教教育育・・啓啓発発のの推推進進  

学校教育及び社会教育において、これまで推進して

きた同和教育の成果と手法を生かしながら、すべての人

の人権が尊ばれる社会づくりを目指し、人権教育・啓発

を推進します。 

●主な事業 

・人権教育推進事業 

・国際理解教育推進事業 

・帰国・外国人児童生徒等受入れ支援事業 

・日本語支援サポーター事業 

・人権教育促進事業 

【【基基本本方方針針５５】】  

創創造造すするる喜喜びびをを拡拡げげるる生生涯涯学学習習のの推推進進  

市民が必要とする学習を主体的に選択できるよう、さま

ざまな領域やレベルの学習機会を継続的・体系的に提

供するとともに、その学習成果を生かした社会参加活動

を一層支援するため総合的な取組を進めます。 

●主な事業 

・学習機会の提供支援事業 

・図書館事業 

【【基基本本方方針針６６】】  

郷郷土土のの遺遺産産ででああるる文文化化財財のの保保存存とと活活用用  

伝統文化を継承・発展させるために、活動環境づくり

に努めるとともに、文化財が現代社会において積極的な

役割を果たすことができるように、その保護・整備・活用

に努めます。 

●主な事業 

・徳島市文化財保存活用地域計画策定事業 

・県指定史跡「一宮城跡」の国史跡指定推進事業 

徳島市教育委員会は、「徳島市教育大綱」及び「徳島市教育振興基本計画」に示された基本理念の下、基本目標である「か

がやきの 人づくり～文化を育み、未来へ飛翔する人づくり～」の達成に向けて 掲げた次の６つの基本方針に則り、各教育施

策を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【【基基本本方方針針１１】】  

  「「生生ききるる力力」」をを育育むむ学学校校教教育育のの推推進進  

学校教育においては、「生きる力」の育成を基本とし、

幼児・児童生徒が、自ら学び、自ら考える教育を目指す

とともに、知・徳・体のバランスのとれた教育を展開し、

「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」を育む教育

を推進します。 

●主な事業  

・学びサポーター配置事業 

・教職員に対する研修の実施 

・学校給食食育推進事業 

・幼児教育施設と小学校間の連携推進 

・学校支援助教員の配置 

・STEAM 教育の推進 

・ＩＣＴ支援員の配置 

【【基基本本方方針針２２】】  

信信頼頼さされれるる教教育育環環境境のの実実現現  

開かれた学校づくりを推進し、地域の教育力の積極的

な導入に努めるとともに、安全・安心な学校づくりを進め

ます。さらに教育の組織運営体制の充実を図ります。 

●主な事業 

・校舎長寿命化改修事業 

・教員業務支援員（スクールヘルパー）の配置 

・副校長・教頭マネジメント支援員の配置 

【【基基本本方方針針３３】】  

心心豊豊かかででたたくくままししいい青青少少年年のの育育成成  

次代を担う青少年が、心豊かにたくましく成長できるよ

う学校・家庭・地域・行政が一体となり、青少年の健全育

成に取り組みます。 

●主な事業 

・青少年行事の実施 

・市民総ぐるみ青少年健全育成事業 

・いじめ問題等対策事業 

・不登校対策推進事業 

・学生メンタルサポーター（ＳＭＳ）派遣事業 

【【基基本本方方針針４４】】  

一一人人ひひととりりをを尊尊重重すするる人人権権教教育育・・啓啓発発のの推推進進  

学校教育及び社会教育において、これまで推進して

きた同和教育の成果と手法を生かしながら、すべての人

の人権が尊ばれる社会づくりを目指し、人権教育・啓発

を推進します。 

●主な事業 

・人権教育推進事業 

・国際理解教育推進事業 

・帰国・外国人児童生徒等受入れ支援事業 

・日本語支援サポーター事業 

・人権教育促進事業 

【【基基本本方方針針５５】】  

創創造造すするる喜喜びびをを拡拡げげるる生生涯涯学学習習のの推推進進  

市民が必要とする学習を主体的に選択できるよう、さま

ざまな領域やレベルの学習機会を継続的・体系的に提

供するとともに、その学習成果を生かした社会参加活動

を一層支援するため総合的な取組を進めます。 

●主な事業 

・学習機会の提供支援事業 

・図書館事業 

【【基基本本方方針針６６】】  

郷郷土土のの遺遺産産ででああるる文文化化財財のの保保存存とと活活用用  

伝統文化を継承・発展させるために、活動環境づくり

に努めるとともに、文化財が現代社会において積極的な

役割を果たすことができるように、その保護・整備・活用

に努めます。 

●主な事業 

・徳島市文化財保存活用地域計画策定事業 

・県指定史跡「一宮城跡」の国史跡指定推進事業 

徳島市教育委員会は、「徳島市教育大綱」及び「徳島市教育振興基本計画」に示された基本理念の下、基本目標である「か

がやきの 人づくり～文化を育み、未来へ飛翔する人づくり～」の達成に向けて 掲げた次の６つの基本方針に則り、各教育施

策を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【【基基本本方方針針１１】】  

  「「生生ききるる力力」」をを育育むむ学学校校教教育育のの推推進進  

学校教育においては、「生きる力」の育成を基本とし、

幼児・児童生徒が、自ら学び、自ら考える教育を目指す

とともに、知・徳・体のバランスのとれた教育を展開し、

「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」を育む教育

を推進します。 

●主な事業  

・学びサポーター配置事業 

・教職員に対する研修の実施 

・学校給食食育推進事業 

・幼児教育施設と小学校間の連携推進 

・学校支援助教員の配置 

・STEAM 教育の推進 

・ＩＣＴ支援員の配置 

【【基基本本方方針針２２】】  

信信頼頼さされれるる教教育育環環境境のの実実現現  

開かれた学校づくりを推進し、地域の教育力の積極的

な導入に努めるとともに、安全・安心な学校づくりを進め

ます。さらに教育の組織運営体制の充実を図ります。 

●主な事業 

・校舎長寿命化改修事業 

・教員業務支援員（スクールヘルパー）の配置 

・副校長・教頭マネジメント支援員の配置 

【【基基本本方方針針３３】】  

心心豊豊かかででたたくくままししいい青青少少年年のの育育成成  

次代を担う青少年が、心豊かにたくましく成長できるよ

う学校・家庭・地域・行政が一体となり、青少年の健全育

成に取り組みます。 

●主な事業 

・青少年行事の実施 

・市民総ぐるみ青少年健全育成事業 

・いじめ問題等対策事業 

・不登校対策推進事業 

・学生メンタルサポーター（ＳＭＳ）派遣事業 

【【基基本本方方針針４４】】  

一一人人ひひととりりをを尊尊重重すするる人人権権教教育育・・啓啓発発のの推推進進  

学校教育及び社会教育において、これまで推進して

きた同和教育の成果と手法を生かしながら、すべての人

の人権が尊ばれる社会づくりを目指し、人権教育・啓発

を推進します。 

●主な事業 

・人権教育推進事業 

・国際理解教育推進事業 

・帰国・外国人児童生徒等受入れ支援事業 

・日本語支援サポーター事業 

・人権教育促進事業 

【【基基本本方方針針５５】】  

創創造造すするる喜喜びびをを拡拡げげるる生生涯涯学学習習のの推推進進  

市民が必要とする学習を主体的に選択できるよう、さま

ざまな領域やレベルの学習機会を継続的・体系的に提

供するとともに、その学習成果を生かした社会参加活動

を一層支援するため総合的な取組を進めます。 

●主な事業 

・学習機会の提供支援事業 

・図書館事業 

【【基基本本方方針針６６】】  

郷郷土土のの遺遺産産ででああるる文文化化財財のの保保存存とと活活用用  

伝統文化を継承・発展させるために、活動環境づくり

に努めるとともに、文化財が現代社会において積極的な

役割を果たすことができるように、その保護・整備・活用

に努めます。 

●主な事業 

・徳島市文化財保存活用地域計画策定事業 

・県指定史跡「一宮城跡」の国史跡指定推進事業 
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な
ど

施
設
管
理
係
　
学
校
施
設
の
管
理
・
保
全
整
備
・
維
持
補
修
・
建
設
計
画
・
建
設
工
事
・
設
計
監
理

　
　
　
　
　
　
施
設
台
帳
の
作
成
な
ど

学
　
事
　
係
　
就
学
に
関
す
る
こ
と
、
就
学
援
助
・
就
学
資
金
の
貸
付
・
就
園
奨
励
な
ど

管
　
理
　
係
　
人
事
管
理
全
般
な
ど

指
　
導
　
係
　
教
育
関
係
職
員
の
研
修
、
学
校
の
組
織
編
成
・
教
育
課
程
・
学
習
指
導
な
ど

人
権
教
育
係
　
学
校
の
人
権
教
育
の
推
進
啓
発
な
ど

30
校

15
校

１
校

11
園

教
育
に
関
す
る
専
門
的
・
技
術
的
事
項
の
研
究
、

教
育
関
係
職
員
の
研
修
な
ど

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
総
合
的
支
援

不
登
校
に
関
す
る
教
育
相
談

図
書
資
料
の
収
集
・
整
理
、
巡
回
文
庫
の
実
施
な
ど

資
料
の
展
示
・
収
集
な
ど

団
体
宿
泊
研
修
等
の
場
の
提
供

人
形
師
天
狗
久
の
旧
工
房
と
資
料
の
保
存
・
展
示

資
料
の
展
示
・
収
集
な
ど

8
館
　
公
民
館
活
動
の
推
進
、「
ふ
れ
あ
い
教
室
」

　
　
　「
す
く
ら
む
学
級
」
等
の
開
設
な
ど

分
館
4
館

青
少
年
の
街
頭
補
導
・
教
育
相
談
、
青
少
年
健
全
育
成
活
動
の
推
進
な
ど

管
　
理
　
係
　
社
会
教
育
施
設
の
建
設
・
管
理
・
保
全
、
課
の
予
算
・
経
理
な
ど

指
　
導
　
係
　
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
推
進
、
青
少
年
教
育
、
成
人
教
育
、
家
庭
教
育
・
人
権
教
育
、

　
　
　
　
　
　
市
民
憲
章
の
推
進
、
公
民
館
と
の
連
絡
調
整
な
ど

文
　化

　財
　係
　
文
化
財
の
保
護
・
啓
発
、
文
化
財
保
護
団
体
の
育
成
な
ど

体
育
保
健
係
　
学
校
体
育
の
充
実
・
指
導
、
学
校
保
健
に
関
す
る
こ
と
、
医
療
援
助
な
ど

学
校
給
食
係
　
学
校
給
食
の
栄
養
・
献
立
・
衛
生
・
備
品
の
管
理
・
学
校
給
食
を
通
じ
た
食
育
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

教
育
機
関

公
　
民
　
館

市
史
編
さ
ん
室
　
徳
島
市
史
の
資
料
の
調
査
・
収
集
・
発
刊

徳
島
城
博
物
館

教
育
集
会
所

8
か
所
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● 教　育　予　算

令和７年度徳島市一般会計歳入歳出予算（当初）
� （単位：千円・％） � （単位：千円・％）

区　　　　　　分 予　算　額 構成比

歳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入

市 税 43，246，172 34．8
地 方 譲 与 税 652，390 0．5
利 子 割 交 付 金 35，600 0．0
配 当 割 交 付 金 438，000 0．4
株式等譲渡所得割交付金 698，000 0．6
法 人 事 業 税 交 付 金 686，000 0．5
地 方 消 費 税 交 付 金 6，957，000 5．6
ゴルフ場利用税交付金 24，900 0．0
環 境 性 能 割 交 付 金 68，800 0．1
地 方 特 例 交 付 金 208，828 0．2
地 方 交 付 税 12，259，000 9．9
交通安全対策特別交付金 40，000 0．0
分 担 金 及 び 負 担 金 353，091 0．3
使 用 料 及 び 手 数 料 1，428，491 1．1
国 庫 支 出 金 25，772，709 20．7
県 支 出 金 9，917，453 8．0
財 産 収 入 190，181 0．2
寄 附 金 912，533 0．7
繰 入 金 3，510，837 2．8

諸 収 入 1，642，215 1．3

市 債 15，357，800 12．3
計 124，400，000 100．0

区　　　　　　分 予　算　額 構成比

歳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出

議 会 費 539，753 0．4
総 務 費 14，803，129 11．9
民 生 費 57，704，985 46．4
衛 生 費 11，643，913 9．4
労 働 費 62，895 0．0
農 林 水 産 業 費 1，116，794 0．9
商 工 費 1，841，535 1．5
土 木 費 13，205，144 10．6
消 防 費 4，824，469 3．9
教 育 費 9，791，499 7．9
災 害 復 旧 費 30，000 0．0
公 債 費 8，785，884 7．1
予 備 費 50，000 0．0

計 124，400，000 100．0

教育費性質別歳出予算

物件費
2，754，145
千円

物件費
2，754，145
千円

物件費
2，754，145
千円 人件費

4，724，928
千円

人件費
4，724，928
千円

人件費
4，724，928
千円

普通建設事業費
1，589，550
千円

普通建設事業費
1，589，550
千円

普通建設事業費
1，589，550
千円

維持補修費
124，984千円

補助費等　362，992千円
積立金　6千円

扶助費　234，894千円

教育費目的別歳出予算

社会教育費
1，304，859
千円

社会教育費
1，304，859
千円

社会教育費
1，304，859
千円

学校給食費
　　1，406，164　　

千円

学校給食費
　　1，406，164　　

千円

学校給食費
　　1，406，164　　

千円

幼稚園費
1，027，366
千円

幼稚園費
1，027，366
千円

幼稚園費
1，027，366
千円 高等学校費

1，311，286
千円

小学校費
　　1，748，906　　

千円

教育総務費
　　1，090，764　　

千円

教育総務費
　　1，090，764　　

千円

教育総務費
　　1，090，764　　

千円

保健体育費
601，552千円

中学校費
1，300，602
千円

中学校費
1，300，602
千円

中学校費
1，300，602
千円

教育費���9，791，499千円（100％） 教育費���9，791，499千円（100％）
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総　　　　　務 ●

1　学校施設・設備の整備充実
　⑴　既存の学校施設・設備の老朽化対策及び長寿命化を推進
　⑵　特別支援教育の充実のためのバリアフリー化の促進
　⑶　外部からの侵入者に対する防犯対策の実施
　⑷　快適な学習環境を保持するための学校設備の充実（トイレの洋式化、空調整備及び照明設備LED化の促進など）

2　学校備品等の整備充実
　⑴　教育内容の複雑化・多様化に対応するための教育機器の計画的整備と充実
　⑵　学校管理運営費の効率的配分により各種備品・消耗品を整備充実

3　教員委員会表彰
　　徳島市の教育・文化・体育の振興発展に貢献した教育功労者、児童生徒等の表彰

4　食育の推進
　　教育委員会における食育推進の総括

5　教育委員会の活動状況の点検・評価
　　教育委員会の活動状況について、外部の学識経験者の知見も活用しつつ点検及び評価を行い、その結果を公表

6　教育委員会連合会・教育長会の開催
　県下市町村教育委員会及び教育長相互の緊密な連絡調整と、教育に関する諸問題の研究を推進する徳島県市町村
教育委員会連合会及び徳島県市町村教育長会の開催
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● 学　校　教　育

１　信頼される学校（園）づくりの推進
⑴　学校評価システムの実施と情報提供の推進
⑵　学校運営協議会制度の活用と充実
⑶　オープンスクールの実施
⑷　教職員の育成・評価システムの実施
⑸　活力ある学校（園）運営の支援

２　「生きる力」を育む学校（園）教育の推進
⑴　「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」の調和のとれた幼児児童生徒の育成
⑵　特色ある教育活動の推進
⑶　学校の創意工夫と改善に向けての指導及び支援
⑷　スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの活用
⑸　食育の推進
⑹　キャリア教育の充実

3　人権教育の推進
⑴　学校（園）での人権教育の取組に対する支援
⑵　人権教育推進のための主な関係機関との連携
⑶　学校教育における人権相談等の教育的対応

4　特別支援教育の推進
⑴　学校（園）での特別支援教育の取組に対する支援
⑵　学校（園）における教育支援体制の充実
⑶　教育相談体制の充実

5　防災教育の推進
⑴　災害時における校内組織の整備と学校防災管理マニュアルの見直し
⑵　教職員における災害対応能力の向上
⑶　幼児児童生徒の災害発生時における対応能力の育成
⑷　緊急時における保護者との連携体制の整備
⑸　地域や関係機関・団体との連携
⑹　学校施設の点検・整備

6　適正・円滑な就学（園）の推進
⑴　幼児教育の無償化の推進
⑵　就学援助事業の実施
⑶　不正就学防止の指導を強化し、適正な就学の推進

7　奨学事業の推進
　経済的な理由による大学への就学困難な者への奨学金貸与の実施

学校教育の具体策
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焼き芋パーティ

幼稚園教育
　「生きる力」の基礎を培い、心身の調和のとれた人間
性豊かな幼児を育成する。

　 めざすこども像

◦健康で明るく活力にみちた子
◦思いやりがあり、友達と仲良く協力する子
◦進んで遊びや仕事に取り組み、最後までがんばる子
◦自分で考え、工夫する子
◦情操豊かな子

努力目標
⑴　日常の教育活動を通して、「生きる力」の基礎の育成
⑵　発達や学びの連続性を踏まえた教育内容の充実・改善
⑶　幼児一人ひとりの特性に応じ、発達の課題に即した指導法の工夫・改善
⑷　幼児期にふさわしい教育環境の創造
⑸　保護者・地域との連携を密にした幼稚園教育の推進
⑹　小学校教育との円滑な接続

小・中学校教育
　国際社会に生きる個性豊かでたくましい力をもち、社会の変化や文化の発展に対応できる児童生徒を育成する。

努力目標
⑴　信頼される学校づくりの推進
　学校運営協議会制度の導入、学校評価システムの実施と情報提供など、地域との連携を推進し、信頼される学
校づくりに努める。
⑵　創意総力を結集した学校経営
　　活力ある組織体制の確立を図り、知・徳・体の調和のとれた人間の育成をめざす。
⑶　教育課程の推進と研修の充実
　　人間性豊かな児童生徒の育成をめざし、一人ひとりが課題をもち、研究と研修に努める。
⑷　学習指導の創意工夫と改善
　指導法の改善や教育機器の活用により、個に応じた「わかる授業」を構築するとともに、「主体的・対話的で
深い学び」の実現に向けた授業改善に取り組む。
⑸　人権教育の推進
　一人ひとりを尊重する人権教育の推進、様々な人権問題の解決を目指すとともに、すべての基本的人権を尊重
する教育を推進する。
⑹　温かい心のふれあう生徒指導
　　教師と児童生徒の人間的なふれあいを密にして、信頼感のある生徒指導の充実に努める。
⑺　家庭・地域との連帯による教育
　　学校・家庭・地域社会の連携を図り、それぞれのもつ教育力を高める。
⑻　実践的、計画的な教員研修
　　校内研修体制を整え、日々の教育実践に結びつく研修の推進と全教員の資質と指導力の向上を期する。
⑼　特別支援教育の充実
　　児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導の工夫改善を図るとともに、校内支援体制の充実に努める。
⑽　食育の推進
　「食に関する指導の全体計画」を作成し、学校教育における食育の推進を通して児童生徒の健全な食生活の実
践と豊かな人間形成を図る。
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⑾　防災教育の推進
　日頃より、防災に対する意識を高め、発災時には、他の人々と協力して安全を確保するために行動することが
できる児童生徒を育成する。
⑿　子ども読書活動の推進
　子どもの読書習慣の一層の充実をめざし、学校図書館を活性化し、子どもたちにとって魅力ある学校図書館づ
くりを推進する。
⒀　環境教育の推進
　　人間と環境の関わりについて理解と認識を深め、学校・地域の実態に即した実践的活動を進める。
⒁　キャリア教育の充実
　　子どもたちの発達段階に応じて、キャリア教育の充実に取り組み、望ましい勤労観・職業観を育む。
⒂　学校給食の充実
　　給食内容の多様化により食生活の向上を図るとともに、衛生管理の徹底に努める。
⒃　適正、円滑な就学の推進
　　児童生徒に対する就学の奨励、就学困難な者に対して必要な援助を行う。

高　等　学　校
⑴　教育目標
　人権を尊重し、人間性豊かな生徒を育てるとともに、我が国及び国際社会の一員としての自覚に立ち、自主的・
自律的・創造的能力に富んだたくましい人間を育成する。
⑵　基本方針
　①　自主・自律を尊ぶ清新な校風の創造を目指す。
　②　基本的人権を尊重し、人権尊重社会の実現に貢献できる生徒を育成する。
　③　「学問」・「スポーツ」・「芸術」を本校教育の重要な 3本柱とし、それぞれの分野における生徒の個性や可能

性を伸ばす教育を推進する。
　④　家庭・関係機関・地域社会との連携を密にし、社会とともにある学校づくりに努める。
⑶　本年度の重点目標
　①　学校運営体制の充実　　　⑥　特別活動の活性化
　②　人権教育の推進　　　　　⑦　安全教育と環境教育の推進
　③　学習指導の充実　　　　　⑧　グローバル化に対応した教育の推進
　④　進路指導の充実　　　　　⑨　特色ある学校づくりの推進
　⑤　生徒指導の充実　　　　　⑩　情報教育の推進
⑷　本年度の強化事業
　教育活動応援事業を推進する。

徳島市立高等学校
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研究指定校と学校（園）研究主題
　⑴　研究指定校
　　【県教育委員会指定】
　　◦とくしまGXスクール推進事業における
　　　「とくしまGXスクール」認定制度
　　　・30小学校、15中学校、１高等学校　

　⑵　学校（園）研究主題
　　【幼　稚　園】

園　名 研　　　究　　　主　　　題

福　 島 幼児の豊かな体験を支える保育をめざして

助　 任 一人一人が安心して思いを表現し、互いを大切にする
心を育む保育をめざして

津　 田 幼児の豊かな生活や遊びを支える保育をめざして
～様々な人とのつながりの中で～

加 茂 名 みんなが育つ　みんなで育つ　保育のあり方
～教師同士が理解や学びを深める中で～

八　 万 幼児が主体的に遊び、生活する保育をめざして
～それぞれの育ちをみつめ、つないでいくために～

千　 松 幼児一人一人の育ちを支える保育のあり方
～様々な人とのつながりの中で～

上 八 万
みんなで力を合わせて遊ぶ楽しさが感じられる環境や
援助のあり方
～一人一人の幼児の思いや学びを大切にして～

入　 田 一人一人の個性を大切に、豊かな育ちを支える保育を
めざして

川 内 北 幼児が夢中になって遊び込める環境や援助のあり方
～発達や学びの連続性を捉えながら～

応　 神 人と関わる力を育むための保育と環境のあり方

国　 府 生活や遊びの中で幼児が共に育ち合う保育のあり方に
ついて
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　　【小　学　校】

校　名 研　　　究　　　主　　　題

内　　町 主体的・対話的に学び、たくましくしなやかに生きる子どもの育成
―互いを認め合い、磨き合い、高め合う授業の工夫―

新　　町
自ら未来を拓き、ともに生きる豊かな社会を創る日本人の育成を
目指す小学校教育の推進
―主体的・対話的で深い学びを通して�多様な他者と協働しながら
よりよく学び続ける力を身に付けた子供の育成―

佐　　古 主体的・対話的に深く学び、たくましく生きる子どもの育成
～教師が育ち、子どもが伸びる学校～

富　　田 豊かな心で、主体的に学び、たくましく生きぬく児童の育成

福　　島
仲間との学び合いを通して、学ぶ意欲をもち、確かな学力を身に
付け、自ら課題を追求していこうとする子どもの育成
―すべての子どもが安心して自分の考えや意見を表出できる授業
づくり・ICTの有効活用―

城　　東
子どもの未来を見据え、自ら学ぶ教職員
～将来へのビジョンをもち、子ども一人ひとりの個性が輝く教育の在
り方～

助　　任 よりよい自分や生活の創造に向かう子どもの育成
～自ら考え　学び合い　意欲的に行動する子ども～

津　　田
人権尊重を基盤とし、知・徳・体の調和のとれた、心豊かで、た
くましく生きる児童を育てる。
～夢と思いやりの心をもち、自主自立の精神で、自己の生き方を
創造する児童の育成～

昭　　和 よりよい自分や社会を創ろうと進み続ける児童の育成
―互いを大切にし、主体的に学び、協働して課題解決に向かう子―

沖　　洲
自ら考え、伝え合い、未来に向かって問い続ける子どもの育成
―社会的事象の見方・考え方をもとにして問題発見から問題解決
に向かう授業づくり―

加�茂�名 一人一人が主体的に取り組み、豊かに表現できるかもなっこの育成

加茂名南 自他を認め合い、豊かな人権感覚を身につけ行動できる児童の育成

八　　万 夢に向かい、自らよりよい学びを創り出そうとする子供の育成
～つながりを拡げて、学びの質を高める学習の実現に向けて～

八�万�南
一人一台端末を活用した主体的に学ぶ児童の育成を目めざす指導
法のあり方
～「分かった」「できた」「楽しい」が実感できる授業づくりを通
して～

千　　松 自分の思いや考えをもち、他者と関わりながら自らを高める子ど
もの育成

大　　松 見方・考え方を働かせ、主体的・対話的で深い学びを実現する子
供の育成

論　　田 豊かな人間性をもち　自ら学び続ける　たくましい児童の育成

方　　上
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
～自分の思いや考えを伝え合い、互いに認められる児童の育成を
目指して～

宮　　井 互いを認め、思いを伝え合いながら、よりよい生活や人権関係を
築こうとする児童の育成

渋　　野 学びを楽しみ　自ら学び続ける子供の育成
～主体的・対話的で深い学びの実現をめざした授業デザイン～

不　　動
確かな学力を身につけ、夢や希望を持ち、たくましく未来を切り
拓く子供の育成を目指して
・主体的・対話的に学びながら、自ら考え表現する子供の育成
・望ましい生活習慣を身に付け、自己実現を目指す子供の育成

上�八�万
伝え合う力を高め、確かな学力と豊かに感じる心を身に付けた子
どもの育成
～互いの人権を大切にし、認め合い支え合う子どもを育てる～

一　　宮 みんな仲よく　しっかりした子どもの育成
―学ぶ楽しさやよさを実感し　自ら学び考える子どもの育成―

入　　田 自ら学び、深く考え、主体的に生きる子どもの育成
～自他の考えを大切にし、学び合い高め合う授業のあり方～

川�内�北 「自他を尊重し、主体的・協働的に学ぶ子どもの育成」
～言語能力の育成に視点をあてて～

川�内�南
確かな学力を身につけ、心豊かに　たくましく生きる児童の育成
～自ら進んで行動をし、高め合い支え合えるなかまづくりをめざ
して～

応　　神
人権尊重の精神を基盤とし、主体的・対話的な学びを通した心豊か
でたくましく生きる子どもの育成
～基礎・基本を大切にした一人一人が輝く授業づくりをめざして～

国　　府 自ら考えを深め、他者とともに学び続ける児童の育成

北�井�上 主体的に学ぶとともに確かな学力をもち、心豊かでたくましく生
きる子どもの育成

南�井�上
自他を大切にし、支え合い高め合う子どもの育成
～主体的・対話的で深い学びを通して、他者と協働しながらとも
に学ぶ力を養う～

　　【高　等　学　校】

校　名 スクール・ミッション

徳島市立
高等学校

「真に自由で清新な校風」を理念とする県内唯一の市立高校とし
て、徳島市内外の恵まれた人的・物的資源を最大限に活用した教
育活動をとおして、「学問・スポーツ・芸術」における探究的・
創造的イノベーター（革新者）やアスリート・アーティストとし
ての力を育成する。

　　【中　学　校】

校　名 研　　　究　　　主　　　題

徳　　島
○�生徒の学力・学習意欲と道徳心・人権意識の向上を図るための
研修を行い教師力を高める。
○�不祥事根絶に向けて、切れ目のないコンプライアンス研修を行
い、信頼される学校づくりを推進する。

城　　西 未来への懸け橋“城西中学校”

富　　田
私たちの幸せ（ウェルビーイング）の実現に向け、自ら考えを選
択し、行動できる生徒の育成
～生徒も教職員もみんなでファシリテーターになることをめざし
て～

城　　東 「幸せな未来に向かって、エージェンシーを高める生徒の育成」
気づき・考え・動き・振り返る教育活動の実現

津　　田 社会貢献できる、人権感覚に優れた生徒の育成

加�茂�名
①　「わかる授業」を展開し、主体的に学ぼうとする生徒の育成
②　�いじめや差別を許さない強い意志と実践力を備えた生徒の育成
③　生命を尊重し、自他の存在を大切にできる生徒の育成
④　一人ひとりのニーズに応じた特別支援教育の推進

八　　万 人権教育に関する研修を中心とすることで、生徒一人一人を大切
にする教育観を高めていく

南　　部

・�人権を尊重し、思いやりの心を持ち、互いのよさを認め合い、
目標に向かって主体的に勇敢に挑戦する生徒を育てる教育活動
の推進
・�GIGAスクール構想における､ タブレット端末を活用した授業
づくりの推進

不　　動

⑴　�一人一人が輝き、自尊感情を高めるために、主体的・対話的
で深い学びにより、確かな学力を育成する授業研究を進める。

⑵　�自己の捉え方と他者との関わり方を基礎とした、社会性（対
人関係）に関するスキル、態度、価値観を身につけさせ、様々
な自己決定場面で「責任ある意思決定」ができるたくましい
生徒の育成のため、校内研修体制の充実を図る。

上�八�万 心豊かにたくましく、未来を拓く生徒の育成
―個性を活かし　しなやかに　力強く―

入　　田 自他を認め、志高く、しなやかに粘り強く前進する生徒の育成
～つながる・続ける・かなえる～

川　　内 『すべての子供たちの可能性をひきだす教育の実現』
学び合い・支え合い・笑顔で・未来に向かって挑戦

応　　神
郷土を愛し、心豊かに、未来をたくましく生き抜く生徒の育成
○人権意識や生徒の学力向上、教師力向上のための研修の推進
○�不祥事根絶に向けての研修を継続して行い、信頼される学校づ
くりの推進

国　　府 「自分・他者の良さを認め合い、学び合い、成長し合える学校づ
くり」

北�井�上
「主体的・対話的で深い学び」を育む授業づくり
―ICTを活用し、話す力・書く力等の表現力向上をめざす授業改
善―
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学　校　給　食 ●

１　目　　　的
　学校給食については、学校給食法第２条で「義務教育諸学校における教育の目的を実現するために」、次の７つ
の目標を達成するように努めなければならないとされている。
⑴　適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。
⑵　日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができる判断力を培い、及び望ま
しい食習慣を養うこと。
⑶　学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。
⑷　食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命及び自然を尊重する精神並び
に環境の保全に寄与する態度を養うこと。
⑸　食生活が食にかかわる人々の様々な活動にささえられていることについての理解を深め、勤労を重んずる態度
を養うこと。
⑹　わが国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。
⑺　食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。
　この法の趣旨に基づき、本市の学校給食においては、児童生徒の心身の健全な発達や食に関する正しい理解と適
切な判断力を養うことを目的として、教育活動の中の学級活動に位置づけ、様々な教育効果をあげられるよう実施
推進している。

２　現　　　状
　現在、徳島市では、小学校30校、中学校15校のすべての児童生徒に対して完全給食を実施している。
　調理方式については、単独調理方式である。
　また、「徳島市食育推進計画」に基づき、学校給食を通じた食育の推進を図っている。

給　食　数
令和７年５月１日現在

学　　校　　数 児童生徒数

小 学 校 30 11，017

中 学 校 15 5，438

計 45 16，455

新献立「ふしめんカレースープ」

学校給食食育パネル展
令和６年度学校給食食育事業
「作ってみよう！令和のおうちごはん
～鉄を多く含む食材を使って料理をしてみよう～」

学校給食パネル展・学校給食フェアを開催
さかなつりゲームなどを実施しました。
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● 学校体育・学校保健

重　点　目　標

健やかな体を育成する学校体育・学校保健の充実

1　学校体育の充実
⑴　幼児・児童生徒の体力・運動能力向上に向けた取組の推進
　・体力向上実践プランの作成・実践評価
　・体育授業活性化講師派遣事業
　・学校教員体育実技講習会
⑵　幼児・児童生徒の運動習慣確立に向けた取組の推進
　・徳島ヴォルティス巡回スポーツ指導教室
　・幼稚園巡回スポーツ教室
　・元気アップチャレンジランキング
　・トップアスリート「夢の教室」実施事業
⑶　学校体育大会の充実
⑷　運動部活動の地域展開等に向けた取組の推進

2　学校保健の充実
⑴　幼児・児童生徒の健康増進と健康管理の充実
　・就学時健康診断
　・定期健康診断
　・歯の優良児表彰
　・学校保健統計
　・むし歯予防フッ化物洗口事業
⑵　教職員の健康増進と健康管理の充実
　・定期健康診断
　・健康相談
⑶　学校環境衛生活動の充実と衛生管理体制の確立
　・学校環境衛生検査
　・学校プール管理講習会

徳島ヴォルティス巡回スポーツ指導教室
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社　会　教　育 ●

重　点　目　標

市民一人ひとりの生涯を通じた学習支援に努めるとともに
社会全体の教育力の向上につながる社会教育を推進する

1　青少年教育の充実
　家庭や地域社会における教育力の向上を図り、社会全体で子どもを育む体制を強化する。
⑴　青少年の自主性・創造性・社会性の涵養を図るため、地域学遊塾をはじめとする各種講座を開設し、様々な体
験活動の機会を提供する。
⑵　地域で児童が安全かつ健やかに活動できる居場所を確保するため、放課後子ども教室推進事業を実施する。
⑶　青少年団体の活動を支援する。

放課後子ども教室推進事業

水都っ子探検隊
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2　成人教育の推進
　コミュニティをよりよいものにするための学習活動を推進し、豊かで活力ある地域社会づくりを促進する。
⑴　学習成果を社会全体の持続的な教育力の向上につなげる。
⑵　家庭教育に関する活動の支援をする。

3　人権教育の推進
　すべての人の人権が尊重される社会をつくるため、人権教育を社会教育の基盤に据え、その徹底を図る。
⑴　各種学級・講座に人権教育を計画的に位置づけ、人権意識の普及・高揚に努める。
⑵　講座・学習会を開設し、人権問題について継続的な学習活動を推進する。
⑶　人権教育・啓発を推進する指導者層の拡大を図る。

母をたたえる会

徳島市人権フェスティバル〈講演〉

徳島市人権フェスティバル〈取り組み掲示〉

徳島市人権フェスティバル〈渦戦士エディーショー〉
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4　市民憲章の推進
　市民憲章を通して、社会的連帯感を高め、住みよいまちづくりを推進する。
⑴　市民憲章唱和の機会を拡大し、市民意識の高揚を図る。
⑵　市民憲章の理念を具現化する活動の支援をする。

5　徳島市立図書館の充実
⑴�　図書館（電子図書館を含む）資料の整備・充実を図るとともに、公共図書館の相互協力及び地域団体等との連
携協力等を推進する。
⑵　図書館ホームページの充実等利用しやすい環境づくりを促進する。
⑶　移動図書館車「いずみ号」による巡回サービスの活性化と配本活動の充実を図る。
⑷　窓口業務とレファレンスサービスの充実を図る。
⑸　障害者等に対する奉仕活動の充実を図る。
⑹　ブックスタート事業等の推進と奉仕活動の強化を図る。
⑺　おはなし会等の実施と地域連携による図書館利用の促進を図る。
⑻　各種行事の実施により読書啓発の積極的な推進を図る。
⑼　学校図書館との連携を強化する。
⑽　新たな利用者の拡大に向けた取組を強化する。

6　徳島市立考古資料館の充実
⑴�　徳島市内出土の考古資料を中心とする常設展示の実施及び企画展・特別企画展の開催により展示、公開活動を
推進する。
⑵�　生涯学習講座や特別企画展記念講演会、遺跡探訪・土器づくりなど、小・中学生を中心とする古代生活等の体
験学習を通じて教育普及活動を推進する。
⑶　考古資料の寄贈等による収集保存活動を推進する。
⑷　学校教育の総合的学習活動などの支援活動を推進する。
⑸　考古資料館資料の映像化とインターネットによる発信を推進する。
⑹　地域団体等との連携による周辺の歴史・文化財・伝統文化等とのネットワーク化を推進する。
⑺　市民ボランティア活動を推進する。

徳島市民憲章授賞式
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7　文化財保護の推進
　文化財が現代社会において積極的な役割を果たすことができるよう、文化財の保護及び整備並びに活用に努める。
⑴　文化財の指定・選定・登録を進め、保存と活用を図る。
⑵　文化財に関する啓発活動を推進し、市民が主体となる文化財保護活動の取り組みを進める。
⑶　埋蔵文化財の発掘調査を実施し、遺跡や遺物の保存と活用を図る。

犬飼の舞台阿波人形浄瑠璃公演 文化財めぐり
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徳 島 城 博 物 館 ●

事　業　概　要

1　展示公開事業
⑴　常設展
　　「藩政の変遷」・「大名のくらしと文化」・「城の構え」・「城下町のくらし」・「阿波水軍の活躍」の５つのテーマ
に則して、常設展示室１～５において常設展示する。展示室２においては、季節に応じた特集展示として年４回
ほど展示替えをする。
⑵　特別展・企画展
　　近世徳島の歴史・文化を主要テーマとしながら、今年度は特別展
を２回、企画展を４回開催する。
　　令和７年度は、特別展「阿波踊りの世界」、「大名家のこどもた
ち」、企画展「恐々謹言－徳島藩主蜂須賀家の書状－」、「阿波（Our）
コレクション　近代が伝えた近世の阿波」、「阿波の武士－侍ヒスト
リー－」、「ひな人形の世界」を開催する。

2　教育普及事業
⑴　博物館講座
　　古文書講座、阿波の文学と歴史セミナー、こども歴史ハカセ講座
等、多彩な講師陣による各種の講座を開講し、市民の生涯学習の要
望に応える。
⑵　各種イベント
　　博物館寄席、講談、城博能、獅子舞等、日本の伝統芸能、伝統行
事を鑑賞し、体験するイベントを開催する。
⑶　子ども体験学習
　　正月行事、雛まつり、七夕まつり等、日本の伝統的生活文化に関
する体験学習を幼稚園児、小学生等を対象に実施する。
⑷　お茶会
　　花の茶会、七夕茶会、観菊茶会等、季節にちなんだ茶会を各流派の協力を得て、年数回開催する。

3　収集保存事業
　徳島藩及び蜂須賀家に関する歴史資料や美術工芸品等を寄贈、寄託、購入等により収集し、保存する。

4　調査研究事業
　博物館資料に関する専門的、技術的な調査研究を行う。

5　その他の事業
⑴　展示解説、庭園解説、イベント等の実施協力等、博物館の事業を側面から支援するボランティア団体を育成する。
⑵　他の博物館、図書館、公民館、学校等の教育、学術または文化に関する諸機関と連携し、相互協力を図る。

6　市史編さん資料の整理と保存及び活用
⑴　現有市史資料の整理と電子保存を実施する。
⑵　市史編さん資料の活用推進を図る。

特別展
「松浦武四郎の遍路－北海道人、四国を旅する－」

新春投扇興大会
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● 青少年育成補導センター

青少年健全育成協議会　子どもとともに集う地区対抗綱引き大会

体験発表会

生徒指導研修会

いじめ防止キャンペーン街頭啓発活動

いじめ問題講演会

いじめ防止ポスター作品展

重点� 目標
　　心豊かで� たくましい

青少年　　　　の育成

青少年の
健全育成の推進
◦市民総ぐるみ青少年健全
育成事業の推進
◦少年を守る母の会等との
連携

いじめ問題対策の
推進と充実
◦いじめ防止啓発活動の実施
◦いじめ問題講演会の開催
◦いじめ問題等相談ワーク
ショップの開催

生徒指導の充実と
研修の推進
◦小・中学校生徒指導連絡�
協議会の開催と研修会の実施
◦小・中・高等学校における
生徒指導上の課題に対する
支援
◦青少年問題に関する調査・
研究

広報啓発活動の推進
◦非行防止啓発事業の推進
◦視聴覚教材の貸出
◦リーフレット等の作成・配付

教育相談の推進
◦相談ホットライン
の充実と広報・啓
発
◦関係相談機関との
連携

健全育成活動

相談活動
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「『いじめ』をなくす家庭の手引き」リーフレット「イカのおすし」クリアファイル「相談ホットライン」リーフレット

　有害図書等の悪影響から青少年を守るために市
内６カ所（徳島駅・佐古駅・蔵本駅・吉成駅・二
軒屋駅・地蔵橋駅）に白いポストを設置

重点� 目標
　　心豊かで� たくましい

青少年　　　　の育成

補導活動の推進
◦関係諸機関と連携した
育成補導活動の充実
◦徳島市青少年補導員事業
の推進
◦地域補導活動の推進

子どもの安全対策の
推進と充実
◦学校安全体制の整備推進（不審者情報の集
約・発信、スクールガードリーダーの配置）
◦登下校の安全パトロールの実施
◦交通安全・水難事故防止啓発活動の実施

環境浄化活動の推進
◦徳島市環境調査による協
力依頼と実態把握
◦「白いポスト」の活用に
よる有害図書等の回収

補導活動

環境浄化活動

青色回転灯搭載車による登下校の安全パトロール

水難事故防止標識
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● 教 育 研 究 所

今日的な教育課題に対応する教育研究所

１　積極的・計画的な教職員の研究及び研修の推進
⑴　委嘱研究所員による課題研究の推進
　・小中学校における委嘱研究所員による研究
⑵　「OURまち活性化」事業による実践研究の推進
　・社会科副読本「徳島市のくらし」活用推進事業
　・環境教育副読本「徳島市の水と緑」活用推進事業
⑶　研究成果の普及と研修への活用
　・研究紀要の発行
⑷　学校現場の要望に応える調査研究及び研修の充実
　　・�研修会の開催（特別支援教育、ICT、外国語教育、不登校支援）

２　特別支援教育の推進
⑴　特別支援教育推進事業の充実
　・特別支援教育の理解・啓発の推進
　・�特別な支援の必要な幼児・児童生徒に対する適切な指導

支援の充実
⑵　教育相談及び教育支援の充実
　・関係機関との連携を密にした効果的な教育相談の充実
　・適切な教育支援を推進するための教育調査の実施

３　社会の変化に対応する教育の推進
⑴　教育DXの推進
　・教育DXをふまえた ICT環境の充実
　・教職員への ICT活用研修会の実施
　・情報活用能力の育成および情報モラル教育の推進
⑵　外国語教育の推進
　・ALT派遣
　・小学校外国語教育サポーター派遣
　・教職員への研修の充実
　・国際理解、国際交流を推進するための各種活動への参加・協力
⑶　環境教育および地域学習の推進

４　不登校対策の推進
⑴　不登校対策推進事業の充実
　・不登校児童生徒に対する支援体制の充実
　・不登校に関する教育相談の充実
⑵　不登校の未然防止、早期発見・早期対応への取組の推進

５　教育資料センターの充実
⑴　学校教育に関する各種資料の収集・整備・提供
⑵　学校教育に関する教材教具等の開発・制作・提供

「徳島市の水と緑」活用授業の様子

教育論文等入賞者表彰式
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適応指導推進施設 ●

◆開館日
　・相談日時�…………………月～金曜日（ 8：30 ～ 17：00）
　・すだち学級開級日時�……月～金曜日（ 8：30 ～ 14：00）
　　　　　　　　　　　　　　（木曜日は13：00まで）
　＊学年末・学年始、夏季・冬季に休業日を設ける。
◆休館日�……�土曜日、日曜日、祝日、年末年始
◆施設概要
　敷地面積654．00㎡　建物延床面積294．5㎡　木造２階建
　１階　　事務室　相談室　実習室　調理室　トイレ　等
　２階　　多目的室　研修室　和室　洗面所　等
◆住　所……徳島市上吉野町３丁目38番地
　　　　　　TEL　 6 2 3 － 5 1 5 0
　　　　　　FAX　 6 2 3 － 5 1 7 0

適応指導推進施設

相談室

多目的室

○学校内における教育相談
　・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、養護教諭による教育相談及び指導を実施
○学校外における教育相談
　・適応指導推進施設に教育相談員を配置し、不登校児童生徒や保護者からの教育相談を実施
　・適応指導推進施設にスクールカウンセラーを配置し、通級生や保護者からの教育相談を実施

教育相談

○児童生徒の生活習慣を確立し、生活リズムの回復を図る
○集団による体験活動、制作活動、スポーツ等を通して、社会性や集団適応力を育てる
○児童生徒一人一人の実態やニーズに合わせた学習支援を行う
○学校・家庭・医療機関等との連携を密にし、個々の児童生徒に応じた支援を行う
○オンラインを活用し、通級生と学校をつなぐ取組を行う

教育支援センター
（すだち学級）

○学校に広報誌「すだちだより」を配付（月 1 回発行）
○保護者、学校医、スクールカウンセラー等にリーフレットを配付　啓発活動

○民間施設と連携し、不登校児童生徒を支援民間施設

○不登校を考える保護者の会「とまり木の会」の開催（年 4 回）
○臨床心理学を専門とする大学教員をコーディネーターに招き開催保護者の会

○学びたいときに学べる、落ち着いた空間で学習・生活できる教室の設置
○個別学習やカウンセリング等、個々に応じた支援を行う
○校内教育支援センター支援員の配置

校内教育支援センター

○学生メンタルサポーター（SMS）派遣事業
　・臨床心理学を専攻する大学院生を家庭へ派遣（週 1 回程度）
　・大学教授の指導のもと、児童生徒に寄り添いながら支援を行う

関係機関（大学）

○担当者会及び、全教職員対象の研修会を実施
○教職員のための不登校支援リーフレットの活用や「教育支援だより」の発行
○学校とすだち学級との連携（毎月の情報交換、すだち学級指導員と在籍校との情報交換会）
○校内支援体制の確立と、教育支援シートを活用した確実な情報共有・引き継ぎ

学校・教職員支援

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
に
向
け
て

不 登 校 対 策 検 討 委 員 会

家 庭 ・ 学 校 ・ 関 係 機 関 ・ 民 間 施 設 等 と の 連 携 … 県教育委員会、県立総合教育センター、関係部局等とのネットワークの構築

… 専門家に委員を委嘱し、本市の課題を協議

徳島市不登校対策推進事業の概要
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○こども浄瑠璃
　徳島城博物館では、阿波踊り期間中に、平成座ジュ
ニアクラブ・川内北小学校人形浄瑠璃クラブによる「こ
ども浄瑠璃」を開催しています。

○学校給食パネル展・学校給食フェアを開催
　たべものクイズ、食育かるたとり、はし置きの制作などを実施しました。

こども浄瑠璃
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歴代教育委員ならびに教育長 昭和27年10月５日公職選挙法に基づく教育委員の選挙が行われ、昭和31年10月１日任命制に変更された。
（○●は委員長を、○は教育長を示す）

年 教　　　育　　　委　　　員 備　　　　　　　　　考
昭27

昭28

昭29

昭30

昭31

昭32

昭33

昭34

昭35

昭36

昭37

昭38

昭39

昭40

昭41

昭42

昭43

昭44

昭45

昭46

昭47

昭48

山本　正雄　　吉見　与平　　糸林　為一　　井村　　清
　米沢　正雄　　（議会選出）
山本　正雄　　糸林　為一　　吉見　与平　　井村　　清

　米沢　正雄　　（議会選出）　○元木　菊茂
山本　正雄　　糸林　為一　　吉見　与平　　井村　　清

　米沢　正雄　　（議会選出）　○元木　菊茂
糸林　為一　　井村　　清　　吉見　与平

　佐々木直太郎（議会選出）　　○元木　菊茂
市川　　茂　　児島　太郎　　原　　ムメ　　美馬　麻次

○岡島　幹雄

市川　　茂　　児島　太郎　　原　　ムメ　　美馬　麻次
○岡島　幹雄
市川　　茂　　児島　太郎　　原　　ムメ　　美馬　麻次

○岡島　幹雄
美馬　麻次　　石橋　直次　　原　　ムメ　　市川　　茂

○岡島　幹雄
美馬　麻次　　田中　　豊　　原　　ムメ　　桜木　寛行

○島村　萬舞

美馬　麻次　　田中　　豊　　原　　ムメ　　桜木　寛行
○島村　萬舞
美馬　麻次　　田中　　豊　　原　　ムメ　　桜木　寛行

○島村　萬舞
田中　　豊　　桜木　寛行　　原　　ムメ　　美馬　麻次

○島村　萬舞
田中　　豊　　橘　　亮吉　　原　　ムメ　　美馬　麻次

○島村　萬舞
橘　　亮吉　　田中　　豊　　原　　ムメ　　本田　益徳

○島村　萬舞
橘　　亮吉　　本田　益徳　　原　　ムメ　　田中　　豊

○島村　萬舞
本田　益徳　　四十宮惣一　　仙谷真喜子　　近藤　一雄

○島村　萬舞

本田　益徳　　四十宮惣一　　仙谷真喜子　　秦　　雅一
○近藤　一雄
本田　益徳　　秦　　雅一　　仙谷真喜子　　中西　正男

○近藤　一雄
秦　　雅一　　中西　正男　　仙谷真喜子　　大川　正夫

○近藤　一雄
秦　　雅一　　中西　正男　　大川　正夫　　仙谷真喜子

○近藤　一雄
秦　　雅一　　中西　正男　　大川　正夫　　島田しゅん

○近藤　一雄
大川　正夫　　島田しゅん　　秦　　雅一　　速水　清一

○根津　章延

昭30．5 ．14　佐々木直太郎選任

昭31．10．１　市川茂、児島太郎、原ムメ、岡島幹雄選任
　　　 9 ．30　元木菊茂教育長退任
　　　10．10　岡島幹雄教育長に任命　　　11．8 　美馬麻次任命

昭33．9 ．30　原ムメ退任

昭34．9 ．30　児島太郎退任　　10．1 　石橋直次、原ムメ任命

昭35．2 ．１　石橋直次郎退任　 4．１　田中豊任命
　　　 9 ．30　岡島幹雄、市川茂退任
　　　12．26　桜木寛行、島村萬舞任命　島村萬舞教育長に任命

昭38．9 ．30　原ムメ退任　　　10．17　原ムメ任命

昭39．12．25　桜木寛行退任　　12．26　橘亮吉任命、島村萬舞再任

昭40．11．７　美馬麻次退任　　12．21　本田益徳任命

昭42．2 ．27　田中豊退任　　　 3．8　橘亮吉死去
　　　 3 ．17　四十宮惣一任命　10．16　原ムメ退任
　　　10．24　近藤一雄、仙谷真喜子任命　12．16　島村萬舞退任
　　　12．29　近藤一雄教育長に任命
昭43．12．25　四十宮惣一退任　12．26　秦雅一、中西正男任命

昭44．12．20　本田益徳退任　　12．21　大川正夫任命

昭46．10．23　仙谷真喜子退任　10．24　近藤一雄教育長に再任
　　　10．24　島田しゅん任命
昭47．12．25　秦雅一、中西正男退任

昭48．3 ．31　近藤一雄退任
　　　 4 ．6 　秦雅一、速水清一、根津章延任命
　　　 4 ．9 　根津章延教育長に任命　　12．20　大川正夫退任
　　　12．24　椎野英二任命

昭49

昭50

昭51

昭52

昭53

昭54

昭55

昭56

昭57

昭58

昭59

昭60

昭61

秦　　雅一　　島田しゅん　　速水　清一　　椎野　英二
○富永　義明
秦　　雅一　　速水　清一　　椎野　英二　　柳田喜美子

○富永　義明
秦　　雅一　　速水　清一　　椎野　英二　　柳田喜美子

○富永　義明
行成　正春　　椎野　英二　　増本　　治　　柳田喜美子

○富永　義明

行成　正春　　増本　　治　　柳田喜美子　　宇山　　久
○富永　義明
行成　正春　　増本　　治　　柳田喜美子　　宇山　　久

○富永　義明
増本　　治　　岡田　嘉行　　行成　正春　　宇山　　久

○七條　　力
久木　吉春　　宇山　　久　　板東　道子　　山橋　賢一

○七條　　力

久木　吉春　　板東　道子　　山橋　賢一　　斎藤　義人
○七條　　力
久木　吉春　　板東　道子　　山橋　賢一　　斎藤　義人

○七條　　力
久木　吉春　　板東　道子　　山橋　賢一　　斎藤　義人

○七條　　力
久木　吉春　　山橋　賢一　　斎藤　義人　　澤田　順子

○七條　　力
山橋　賢一　　澤田　順子　　多智花泰之　　大久保久夫

○久木　吉春

昭49．4 ．1 　根津寛延退任
　　　 6 ．1 　富永義明任命　富永義明教育長に任命
昭50．10．23　島田しゅん退任　　10．24　柳田喜美子任命

昭52．4 ．5 　秦雅一退任　　　 4．5　速水清一退任
　　　 4 ．6 　行成正春任命　　 4．6　増本治任命
　　　12．23　椎野英二退任　　12．24　宇山久任命

昭54．10．23　柳田喜美子退任　10．23　富永義明退任
　　　10．24　岡田嘉行任命　　10．30　七條力教育長に任命

昭56．4 ．5 　増本治退任　行成正春退任
　　　 4 ．6 　久木吉春任命　板東道子任命　　 6 ．9 　岡田嘉行退任
　　　 6 ．20　山橋賢一任命　　12．23　宇山久退任
昭57．2 ．24　斎藤義人任命

昭58．10．24　山橋賢一再任　　10．30　七條力教育長に再任

昭60．4 ．5 　板東道子退任　　 4．6　久木吉春再任、澤田順子任命
　　　12．31　斎藤義人退任　　七條力退任
昭61．1 ．1 　多智花泰之任命　　久木吉春教育長に任命
　　　 1 ．13　大久保久夫任命
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年 教　　　育　　　委　　　員 備　　　　　　　　　考
昭62

昭63

平元

平 2

平 3

平 4

平 5

平 6

平 7

平 8

平 9

平10

山橋　賢一　　澤田　順子　　多智花泰之　　大久保久夫
○久木　吉春
山橋　賢一　　澤田　順子　　多智花泰之　　大久保久夫

○久木　吉春
山橋　賢一　　澤田　順子　　多智花泰之　　大久保久夫

○久木　吉春
山橋　賢一　　澤田　順子　　多智花泰之　　大久保久夫

○久木　吉春
山橋　賢一　　多智花泰之　　大久保久夫　　澤田　順子

○小林　　實

山橋　賢一　　多智花泰之　　澤田　順子　　山田喜三郎
○小林　　實
山橋　賢一　　多智花泰之　　澤田　順子　　山田喜三郎

○小林　　實
佐伯　儀邦　　多智花泰之　　澤田　順子　　堺　　克由

○小林　　實

佐伯　儀邦　　堺　　克由　　澤田　順子　　三井　良造
○小林　　實
佐伯　儀邦　　堺　　克由　　澤田　順子　　三井　良造

○小林　　實
佐伯　儀邦　　堺　　克由　　三井　良造　　原田　寛子

○小林　　實
本生　隆次　　堺　　克由　　三井　良造　　原田　寛子

○小林　　實

昭62．10．30　山橋賢一再任　　多智花泰之再任

平元．4．6　久木吉春再任、澤田順子再任
　　　　　　久木吉春教育長に再任
平 2．1．13　大久保久夫再任　　12．31　久木吉春退任

平 3．1．1　小林實教育長職務代理者任命　　 4．1　小林實任命
　　　 4 ．2 　小林實教育長に任命　　 7．10　大久保久夫退任
　　　 9 ．27　山田喜三郎任命
　　　10．30　山橋賢一再任　　多智花泰之再任

平 5．4．6　小林實再任、澤田順子再任、小林實教育長に再任

平 6．1．13　山田喜三郎再任　　 6．24　山田喜三郎退任
　　　 9 ．27　山橋賢一退任　　　 9．28　佐伯儀邦任命
　　　12．26　堺克由任命
平 7．10．29　多智花泰之退任　　10．30　堺克由再任
　　　10．30　三井良造任命

平 9．4．5　澤田順子退任
　　　 4 ．6 　小林實再任、小林實教育長に再任、原田寛子任命
平10．1 ．12　佐伯儀邦退任　　 1．13　本生隆次任命
　　　 6 ．30　小林實退任　　　 7．1　柏木雅雄任命
　　　 7 ．2 　柏木雅雄教育長に任命

平11

平12

平13

平14

平15

平16

平17

平18

平19

平20

平21

平22

平23

平24

平25

平26

平27

平28

平29

平30

平31

令 2

令 3

令 4

令 5

令 6

令 7

本生　隆次　　堺　　克由　　三井　良造　　原田　寛子
○柏木　雅雄
本生　隆次　　堺　　克由　　三井　良造　　原田　寛子

○柏木　雅雄
本生　隆次　　堺　　克由　　三井　良造　　原田　寛子

○柏木　雅雄
本生　隆次　　堺　　克由　　三井　良造　　原田　寛子

○柏木　雅雄
本生　隆次　　堺　　克由　　三井　良造　　原田　寛子

○柏木　雅雄
本生　隆次　　堺　　克由　　三井　良造　　原田　寛子

○柏木　雅雄
本生　隆次　　堺　　克由　　三井　良造　　原田　寛子

○大栗　敏治
西岡　幹朗　　堺　　克由　　三井　良造　　原田　寛子

○大栗　敏治
西岡　幹朗　　堺　　克由　　三井　良造　　原田　寛子

○大栗　敏治
西岡　幹朗　　原田　寛子　　白川　剛久　　濱野　正裕

○大栗　敏治
西岡　幹朗　　白川　剛久　　濱野　正裕　　中村　久子

○石井　　博
西岡　幹朗　　白川　剛久　　濱野　正裕　　中村　久子

○石井　　博
西岡　幹朗　　白川　剛久　　濱野　正裕　　中村　久子

○石井　　博
西岡　幹朗　　濱野　正裕　　中村　久子　　木下　成三

○石井　　博
西岡　幹朗　　濱野　正裕　　中村　久子　　木下　成三

○石井　　博
佐藤　文子　　濱野　正裕　　中村　久子　　木下　成三

○石井　　博

佐藤　文子　　濱野　正裕　　中村　久子　　木下　成三
○石井　　博
佐藤　文子　　濱野　正裕　　湊　　暁美　　坂田　大輔

○石井　　博
○石井　　博　　佐藤　文子　　濱野　正裕　　湊　　暁美
　坂田　大輔
○石井　　博　　河村　誠一　　湊　　暁美　　坂田　大輔
　網師本祐季
○石井　　博　　河村　誠一　　湊　　暁美　　坂田　大輔
　網師本祐季
○松本　賢治　　河村　誠一　　湊　　暁美　　坂田　大輔
　大杉　麻弥
○松本　賢治　　河村　誠一　　湊　　暁美　　坂田　大輔
　大杉　麻弥
○松本　賢治　　河村　誠一　　湊　　暁美　　坂田　大輔
　大杉　麻弥
○松本　賢治　　河村　誠一　　湊　　暁美　　坂田　大輔
　大杉　麻弥

○松本　賢治　　藤田　　完　　坂田　大輔　　小橋　千映
　坂口　裕昭
○松本　賢治　　藤田　　完　　坂田　大輔　　小橋　千映
　坂口　裕昭

平11．10．30　堺克由再任、三井良造再任

平13．4 ．6 　柏木雅雄再任、原田寛子再任
　　　　　　柏木雅雄教育長に再任
平14．1 ．13　本生隆次再任

平15．10．30　堺克由再任、三井良造再任

平17．4 ．5 　柏木雅雄退任
　　　 4 ．6 　大栗敏治任命、原田寛子再任　大栗敏治教育長に任命
平18．1 ．12　本生隆次退任　　 1．13　西岡幹朗任命

平19．7 ．24　三井良造退任　　10．29　堺克由退任
　　　10．30　白川剛久、濱野正裕任命

平21．4 ．5 　大栗敏治退任、原田寛子退任
　　　 4 ．6 　石井博任命、中村久子任命、石井博教育長に任命
平22．1 ．13　西岡幹朗再任

平23．10．29　白川剛久退任　　10．30　濱野正裕再任
　　　10．30　木下成三任命

平25．4 ．6 　石井博再任、中村久子再任
　　　　　　石井博教育長に再任
平26．1 ．12　西岡幹朗退任
　　 1．13　佐藤文子任命
　　 1．14　佐藤文子委員長に任命
平27．10．29　木下成三退任　　10．30　濱野正裕再任
　　　10．30　湊暁美任命
平28．3 ．31　中村久子退任
　　　 4 ．1 　坂田大輔任命
平29．4 ．6 　石井博教育長に再任、坂田大輔再任
　　　 9 ．30　濱野正裕退任　　10．1 　網師本祐季任命
平30．1 ．12　佐藤文子退任　　 1．13　河村誠一任命

令元．6．30　網師本祐季退任　 7．1　大杉麻弥任命
　　　10．30　湊暁美再任、大杉麻弥再任
令 2．4．5　石井博退任　　 4．6　河村誠一教育長職務代理者就任
　　　 5 ．9 　松本賢治教育長に任命
令 3．4．6　坂田大輔再任

令 4．1．13　河村誠一再任

令 5．5．9　松本賢治教育長に再任
令 5．10．29　湊暁美退任、大杉麻弥退任
令 5．10．30　小橋千映任命、坂口裕昭任命
令 6．3．31　河村誠一退任
令 6．4．1　藤田完任命
令 7．4．6　坂田大輔再任
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63
7�

29
�

10
�

49
6

2
1

八
万
南
大

知
　
　

大
八
万
町
橋
本
11
1番
地

66
8
－
47
82
昭
　
52
．
4

68
9�

28
�

6�
45

7
1

1
千
　

松
山

崎
眞

弘
南
田
宮
四
丁
目
5
番
5
号

63
1
－
39
44
明
　
4
．
6

86
7�

33
�

7�
55

9
2

1
大
　

松
下

山
敬

子
大
松
町
上
野
神
9
番
地

66
9
－
08
14
明
　
7
．
1

43
3�

19
�

4�
32

4
1

1
論
　

田
熊

山
　
　

剛
論
田
町
本
浦
上
9
番
地

66
2
－
04
02
明
　
7
．
2

37
2�

17
�

5�
27

4
1

1
方
　

上
二
　
宮
　
あ
ゆ
み
北
山
町
下
地
1
番
地

66
9
－
04
04
明
　
26
．
5

14
7�

9�
3�

19
3

1
1

宮
　

井
川

中
善

暢
多
家
良
町
小
路
地
45
番
地

64
5
－
00
05
明
　
8
．
9

71
�

8�
2�

16
3

1
1

渋
　

野
川

村
恭

弘
渋
野
町
西
池
35
番
地
の
1

64
5
－
00
03
昭
　
61
．
4

24
3�

14
�

3�
24

3
1

1
不
　

動
橋

本
賢

治
不
動
本
町
2
丁
目
13
3番
地

63
1
－
05
21
明
　
9
．
6

46
�

9�
3�

16
3

1
1

上
八
万
谷

口
早

代
上
八
万
町
樋
口
52
番
地

66
8
－
07
02
明
　
6
．
3

32
6�

16
�

4�
27

4
1

1
一
　

宮
秦
　
　

啓
子
一
宮
町
東
丁
22
4番
地

64
4
－
00
33
明
　
6
．
5

23
�

8�
2�

13
3

1
1

入
　

田
井

上
圭

三
入
田
町
春
日
18
0番
地
の
1

64
4
－
00
53
明
　
7
．
1

39
�

7�
1�

12
3

1
1

川
内
北
麻

植
稔

夫
川
内
町
大
松
13
3番
地

66
5
－
00
07
明
　
6
．
10

52
1�

24
�

7�
41

5
1

1
川
内
南
菊

本
佳

孝
川
内
町
宮
島
本
浦
5
番
地
の
2

66
5
－
09
57
明
　
6
．
4

17
7�

9�
3�

20
4

1
1

応
　

神
田

浦
良

浩
応
神
町
吉
成
字
西
吉
成
91
番
地
の
1
64
1
－
10
81
明
　
6
．
2

16
7�

10
�

4�
20

4
1

1
国
　

府
蔭

山
善

宏
国
府
町
中
61
番
地
の
1

64
2
－
10
13
明
　
8
．
7

73
8�

33
�

9�
52

6
2

1
北
井
上
豊

田
佳

男
国
府
町
西
黒
田
字
南
傍
示
20
5番
地
の
2
64
2
－
10
04
明
　
9
．
10

11
6�

7�
1�

16
4

1
1

南
井
上
榎

本
久

美
国
府
町
日
開
10
07
番
地
の
2

64
2
－
10
85
明
　
8
．
12

42
7�

19
�

6�
30

5
1

1
合
　

計
　

　
　

11
，0
17
�

54
2�

14
7�

92
0

14
2

37
30

（
令
和
７
年
５
月
１
日
現
在
）
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中
学
校
の
あ
ら
ま
し

高
等
学
校
の
あ
ら
ま
し

事
項

校
名

校
　
長
　
名

所
　
　
在
　
　
地

電
話
番
号

創
立
年
月

生
徒
数

学
級
数

特別
支援
学級

（再
掲）

職
員
数

学
校
医

学
校
歯
科
医
学
校
薬
剤
師

徳
　

島
安

西
政

和
中
前
川
町
3
丁
目
16
番
地

62
3
－
13
71
昭
　
23
．
4

54
2�

18
�

2�
40

7
2

1

城
　

西
大

栗
一

敏
南
矢
三
町
二
丁
目
7
番
77
号

63
1
－
55
43
昭
　
22
．
4

62
5�

25
�

6�
50

6
2

1

富
　

田
滝

川
　
　

尚
中
昭
和
町
3
丁
目
77
番
地

62
3
－
37
37
昭
　
22
．
4

33
4�

15
�

4�
34

6
1

1

城
　

東
木
屋
村
　
泰
　
子
安
宅
三
丁
目
2
番
76
号

62
2
－
24
13
昭
　
22
．
4

67
2�

27
�

6�
52

8
2

1

津
　

田
河

野
勝

彦
津
田
西
町
二
丁
目
2
番
14
号

66
2
－
00
54
昭
　
22
．
4

26
4�

13
�

4�
30

6
2

1

加
茂
名
岩

根
正

明
庄
町
1
丁
目
76
番
地
の
1

63
1
－
86
86
昭
　
22
．
4

46
6�

19
�

5�
40

8
1

1

八
　

万
林
　
　

義
勝
城
南
町
三
丁
目
4
番
22
号

65
2
－
20
48
昭
　
22
．
4

60
3�

22
�

4�
43

6
2

1

南
　

部
吉

成
文

敬
勝
占
町
外
敷
地
62
番
地

66
9
－
07
24
昭
　
28
．
4

65
3�

23
�

4�
47

8
2

1

不
　

動
岩

佐
隆

義
不
動
本
町
2
丁
目
12
4番
地

63
1
－
02
21
昭
　
22
．
4

18
�

5�
2�

18
3

1
1

上
八
万
谷

口
睦

子
下
町
本
丁
13
1番
地

64
4
－
00
50
昭
　
22
．
4

15
7�

8�
2�

21
4

1
1

入
　

田
遠

藤
明

子
入
田
町
春
日
18
1番
地
の
1

64
4
－
01
53
昭
　
22
．
4

29
�

5�
2�

14
3

1
1

川
　

内
布

川
美

保
川
内
町
竹
須
賀
15
1番
地

66
5
－
34
71
昭
　
22
．
4

39
3�

17
�

4�
34

5
1

1

応
　

神
安

西
栄

美
応
神
町
吉
成
字
長
田
13
0番
地
の
1

64
1
－
10
19
昭
　
22
．
4

88
�

5�
2�

15
4

1
1

国
　

府
澤

口
博

之
国
府
町
府
中
68
番
地
の
1

64
2
－
14
03
昭
　
25
．
4

53
9�

21
�

5�
41

6
2

1

北
井
上
嶋

田
　
　

聡
国
府
町
西
黒
田
字
南
傍
示
20
2番
地

64
2
－
10
34
昭
　
22
．
4

55
�

5�
2�

15
3

1
1

合
　

計
　

　
　

　
5，
43
8�

22
8�

54
�

49
4

83
22

15

事
項

校
名

校
　
長
　
名

所
　
　
在
　
　
地

電
話
番
号

創
立
年
月

生
　
徒
　
数
学
　
級
　
数
職
　
員
　
数
学
　
校
　
医
学
校
歯
科
医
学
校
薬
剤
師

徳
島
市
立
多

田
　
　

巧
北
沖
洲
一
丁
目
15
番
60
号

66
4
－
01
11
昭
　
37
．
4

91
2

24
90

5
1

1

（
令
和
７
年
５
月
１
日
現
在
）

（
令
和
７
年
５
月
１
日
現
在
）

A
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を
除
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園児数及び教職員数

事項

園名

3　歳　児 4　歳　児 5　歳　児 小　　計 特別支援学級 合　　計 教　　　職　　　員

園児数 組数 園児数 組数 園児数 組数 園児数 組数 園児数 組数 園児数 組数 園長 教諭 助教諭 事務員 計

福 島 9 1 19 1 11 1 39 3 11（9） 
ことば

4（1） 
ことば 50 8 1 8 5 1 15 

助 任 20 1 21 1 21 1 62 3 3 1 65 4 1 4 6 0 11 

津 田 2 1 7 1 9 2 9 2 (1) 2 1 0 3 

加 茂 名 22 1 21 1 20 1 63 3 11（7） 
ことば

4（1） 
ことば 74 8 1 8 6 1 16 

八 万 20 1 21 1 28 1 69 3 10（8） 
ことば

4（1） 
ことば 79 8 1 8 9 1 19 

千 松 27 2 28 1 38 2 93 5 8 4 101 9 1 9 9 0 19 

上 八 万 2 1 5 1 7 2 7 2 (1) 2 1 0 3 

入 田 3 1 3 1 3 1 (1) 1 1 0 2 

川 内 北 5 1 14 1 18 1 37 3 7（8） 
ことば

3（1） 
ことば 44 7 1 8 5 0 14 

応 神 4 1 2 1 6 2 6 2 (1) 2 1 0 3 

国 府 16 1 24 1 17 1 57 3 4（6） 
ことば

2（1） 
ことば 61 6 1 7 5 1 14 

合 計 119 8 156 11 170 12 445 30 54（38） 
ことば

22（5） 
ことば 499 57 7 59 49 4 119 

（令和７年５月１日現在）
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小学校児童数

事項
校名

1　�年 2　�年 3　�年 4　�年 5　�年 6　�年 特別支援学級 合　　計

児童数 組数 児童数 組数 児童数 組数 児童数 組数 児童数 組数 児童数 組数 児童数 組数 児童数 組数

内　 町 45� 2� 33� 1� 43� 2� 48� 2� 52� 2� 44� 2� 13� 3� 278� 14�

新　 町 10� 1� 11� 1� 10� 1� 14� 1� 14� 1� 13� 1� 6� 2� 78� 8�

佐　 古 70� 3� 72� 3� 77� 3� 80� 3� 91� 3� 95� 3� 28� 5� 513� 23�

富　 田 38� 2� 37� 2� 42� 2� 32� 2� 37� 2� 47� 2� 15� 3� 248� 15�

福　 島 55� 2� 63� 3� 55� 2� 58� 2� 53� 2� 52� 2� 45� 8� 381� 21�

城　 東 37� 2� 39� 2� 46� 2� 47� 2� 45� 2� 38� 2� 36� 6� 288� 18�

助　 任 118� 4� 125� 4� 140� 4� 131� 4� 146� 5� 131� 4� 35� 6� 826� 31�

津　 田 65� 2� 71� 3� 78� 3� 74� 3� 77� 3� 76� 3� 35� 6� 476� 23�

昭　 和 41� 2� 52� 2� 53� 2� 54� 2� 59� 2� 64� 3� 35� 5� 358� 18�

沖　 洲 80� 3� 80� 3� 85� 3� 87� 3� 101� 3� 75� 3� 27� 4� 535� 22�

加 茂 名 66� 2� 65� 2� 51� 2� 67� 2� 56� 2� 66� 2� 34� 7� 405� 19�

加茂名南 79� 3� 106� 4� 84� 3� 86� 3� 91� 3� 87� 3� 59� 12� 592� 31�

八　 万 89� 3� 98� 3� 96� 3� 116� 4� 85� 3� 100� 3� 53� 10� 637� 29�

八 万 南 105� 3� 110� 4� 114� 4� 119� 4� 105� 3� 109� 4� 27� 6� 689� 28�

千　 松 130� 4� 131� 4� 141� 5� 137� 4� 135� 4� 142� 5� 51� 7� 867� 33�

大　 松 56� 2� 71� 3� 78� 3� 62� 2� 76� 3� 67� 2� 23� 4� 433� 19�

論　 田 48� 2� 70� 2� 44� 2� 58� 2� 70� 2� 52� 2� 30� 5� 372� 17�

方　 上 19� 1� 28� 1� 15� 1� 23� 1� 22� 1� 25� 1� 15� 3� 147� 9�

宮 � � 井 10� 1� 13� 1� 11� 1� 13� 1� 8� 1� 9� 1� 7� 2� 71� 8�

渋　 野 27� 1� 38� 2� 39� 2� 38� 2� 43� 2� 42� 2� 16� 3� 243� 14�

不　 動 8� 1� 4� 1� 3� 1� 7� 1� 5� 1� 3� 1� 16� 3� 46� 9�

上 八 万 47� 2� 54� 2� 39� 2� 54� 2� 57� 2� 54� 2� 21� 4� 326� 16�

一　 宮 3� 1� 2� 1� 3� 1� 4� 1� 3� 1� 5� 1� 3� 2� 23� 8�

入　 田 3� 1� 7� 1� 9� 1� 6� 1� 6� 1� 7� 1� 1� 1� 39� 7�

川 内 北 59� 2� 76� 3� 76� 3� 80� 3� 98� 3� 89� 3� 43� 7� 521� 24�

川 内 南 27� 1� 23� 1� 31� 1� 28� 1� 26� 1� 25� 1� 17� 3� 177� 9�

応　 神 18� 1� 29� 1� 25� 1� 21� 1� 26� 1� 23� 1� 25� 4� 167� 10�

国　 府 118� 4� 107� 4� 112� 4� 121� 4� 108� 4� 112� 4� 60� 9� 738� 33�

北 井 上 20� 1� 15� 1� 17� 1� 16� 1� 21� 1� 22� 1� 5� 1� 116� 7�

南 井 上 68� 2� 59� 2� 66� 2� 57� 2� 63� 2� 69� 3� 45� 6� 427� 19�

合　 計 1，559� 61� 1，689� 67� 1，683� 67� 1，738� 66� 1，779� 66 1，743� 68� 826� 147� 11，017� 542�

（令和７年５月１日現在）
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小学校児童数及び教職員数

事項

校名

児童・学級数
校

長

副

校

長

教

頭

主
幹
教
諭

指
導
教
諭

教

諭

講

師

養
護
教
諭

（
養
護
助
教
諭
）

栄
養
教
諭

栄
養
職
員

計
県費 市費

計 合計

児童数 組数 事務職員 事務員 調理員

内 　 町 278� 14� 1 1 17 1 1 21 1 1 2 4 25

新 　 町 78� 8� 1 1 9 1 1 13 1 1 2 4 17

佐 　 古 513� 23� 1 1 1 1 22 4 1 1 32 1 1 3 5 37

富 　 田 248� 15� 1 1 1 14 3 1 21 1 1 2 4 25

福 　 島 381� 21� 1 1 24 2 1 29 1 1 3 5 34

城 　 東 288� 18� 1 1 19 3 1 25 1 1 2 4 29

助 　 任 826� 31� 1 2 1 34 3 2 1 44 2 2 4 8 52

津 　 田 476� 23� 1 2 23 5 1 1 33 1 1 3 5 38

昭 　 和 358� 18� 1 1 20 2 1 25 1 1 2 4 29

沖 　 洲 535� 22� 1 1 26 2 1 1 32 1 1 3 5 37

加 茂 名 405� 19� 1 1 2 19 6 1 30 1 1 3 5 35

加茂名南 592� 31� 1 2 1 26 9 1 1 41 2 1 4 7 48

八 　 万 637� 29� 1 2 1 28 7 1 1 41 2 2 4 8 49

八 万 南 689� 28� 1 2 30 2 1 1 37 2 2 4 8 45

千 　 松 867� 33� 1 2 1 36 3 2 1 46 2 2 5 9 55

大 　 松 433� 19� 1 1 1 19 4 1 27 1 1 3 5 32

論 　 田 372� 17� 1 1 18 2 1 23 1 1 2 4 27

方 　 上 147� 9� 1 1 11 1 1 15 1 1 2 4 19

宮 � � 井 71� 8� 1 1 9 1 1 13 1 1 1 3 16

渋 　 野 243� 14� 1 1 13 4 1 20 1 1 2 4 24

不 　 動 46� 9� 1 1 1 8 1 1 13 1 1 1 3 16

上 八 万 326� 16� 1 1 1 16 2 1 22 1 1 3 5 27

一 　 宮 23� 8� 1 1 6 1 1 10 1 1 1 3 13

入 　 田 39� 7� 1 1 4 2 1 9 1 1 1 3 12

川 内 北 521� 24� 1 2 26 5 1 1 36 1 1 3 5 41

川 内 南 177� 9� 1 1 13 1 16 1 1 2 4 20

応 　 神 167� 10� 1 1 10 3 1 16 1 1 2 4 20

国 　 府 738� 33� 1 2 35 3 2 1 44 2 2 4 8 52

北 井 上 116� 7� 1 1 8 1 1 12 1 1 2 4 16

南 井 上 427� 19� 1 1 1 20 1 1 25 1 1 3 5 30

合 　 計 11，017� 542� 30 38 4 9 563 84 33 10 771 36 35 78 149 920

（令和７年５月１日現在）
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中学校生徒数及び教職員数

事項

校名

1　　　年 2　　　年 3　　　年 特別支援学級 合　　　計

生徒数 組　数 生徒数 組　数 生徒数 組　数 生徒数 組　数 生徒数 組　数

徳 　 島 176� 6� 189� 5� 167� 5� 10� 2� 542� 18�

城 　 西 180� 6� 224� 7� 196� 6� 25� 6� 625� 25�

富 　 田 95� 3� 109� 4� 108� 4� 22� 4� 334� 15�

城 　 東 214� 7� 217� 7� 215� 7� 26� 6� 672� 27�

津 　 田 81� 3� 71� 3� 92� 3� 20� 4� 264� 13�

加 茂 名 133� 4� 159� 5� 144� 5� 30� 5� 466� 19�

八 　 万 168� 5� 192� 6� 220� 7� 23� 4� 603� 22�

南 　 部 203� 6� 208� 6� 222� 7� 20� 4� 653� 23�

不 　 動 2� 1� 10� 1� 1� 1� 5� 2� 18� 5�

上 八 万 50� 2� 50� 2� 50� 2� 7� 2� 157� 8�

入 　 田 9� 1� 7� 1� 8� 1� 5� 2� 29� 5�

川 　 内 111� 4� 118� 4� 146� 5� 18� 4� 393� 17�

応 　 神 28� 1� 27� 1� 23� 1� 10� 2� 88� 5�

国 　 府 183� 6� 166� 5� 162� 5� 28� 5� 539� 21�

北 井 上 14� 1� 20� 1� 14� 1� 7� 2� 55� 5�

合 　 計 1，647� 56� 1，767� 58� 1，768� 60� 256� 54� 5，438� 228�

（令和７年５月１日現在）

事項

校名

教　　　　　職　　　　　員　　　　　数

合計校

長

副
校
長

教

頭

主
幹
教
諭

指
導
教
諭

教

諭

講

師

養
護
教
諭

（
養
護
助
教
諭
）

栄
養
教
諭

栄
養
職
員

計
県費 市費

計
事務職員 事務員 調理員

徳 　 島 1 2 28 3 1 1 36 2 2 4 40

城 　 西 1 2 1 35 4 2 1 46 2 2 4 50

富 　 田 1 2 1 1 22 2 1 1 31 1 2 3 34

城 　 東 1 2 1 1 34 6 2 1 48 2 2 4 52

津 　 田 1 1 1 21 1 1 26 1 1 2 4 30

加 茂 名 1 2 29 2 1 1 36 2 2 4 40

八 　 万 1 2 1 29 5 1 1 40 2 1 3 43

南 　 部 1 1 1 33 4 2 1 43 2 2 4 47

不 　 動 1 1 11 1 1 15 1 1 1 3 18

上 八 万 1 1 2 12 1 17 1 1 2 4 21

入 　 田 1 1 8 1 1 12 1 1 2 14

川 　 内 1 2 1 24 2 1 1 32 1 1 2 34

応 　 神 1 1 9 1 12 1 1 1 3 15

国 　 府 1 2 32 2 1 1 39 1 1 2 41

北 井 上 1 1 8 1 1 12 1 1 1 3 15

合 　 計 15 1 23 4 6 335 34 18 9 445 21 21 7 49 494

（令和７年５月１日現在）
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徳島市立高等学校生徒数及び教職員数

事　　項

1　年　生 2　年　生 3　年　生 合　　　計
生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

合　　計 300 8 316 8 296 8 912 24

事　　項

教　　　　　　職　　　　　　員　　　　　　数
校

長

副
校
長

教

頭

主
幹
教
諭

指
導
教
諭

教

諭

養
護
教
諭

実
習
主
任

実
習
助
手

講

師

養
護
助
教
諭

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

事

務

事
務
補
助

計

合　　計 1 0 2 1 1 52 1 0 2 16 1 1 10 2 90

（令和７年５月１日現在）

ALTを除く。　

園児・児童・生徒数の推移

25000

20000

3450 3273 3215 3023 2807 2769 2604 2575 2445 2382 2322 2344 2237 2070 2033 1912 1788 1794 1735 1702 1652 1480 1441 1435 1351

10410
9818

9429 9266 9112 8867 8767 8824 8632 8517 8298 7987 7787 7472 7366 7015 6753 6549 6549 6561 6501 6329 6256 6148 6164

18714

18574 18176 17865 17782
17274 16991

16502 16065 15591
15041 14781

14516 14278 14041 13825 13726

13535 13350 13168 13020 12884 12638 12324 12105

15000

10000

5000

0
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25元

（平成）

（人）

児童
生徒
園児

26 27 28 29 30 2 3 4 5元
（令和）

1301

6055

11915

1426

6027

11809

1434

5844

11725

1342

5712

11679

1223

5493

11876

1132

5467 5426

11716

947

5395

11705

913

5480

11608

6 7

782 705

5383

11577 11395

5476 5438

690 499

1122811017

園児・児童・生徒数の推移
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中学校卒業生の進路状況

徳島市立高等学校卒業生の進路状況

年度 卒業者数
進�学�者�数 就�職�者�数 そ　の　他

年度 卒業者数
進�学�者�数 就�職�者�数 そ　の　他

人　員 比率％ 人　員 比率％ 人　員 比率％ 人　員 比率％ 人　員 比率％ 人　員 比率％

平 15 2，575 2，529 98．3 19 0．7 27 1．0 平 26 1，981 1，967 99．3 4 0．2 10 0．5

平 16 2，423 2，372 97．9 26 1．1 25 1．0 平 27 2，081 2，071 99．6 5 0．2 5 0．2

平 17 2，342 2，315 98．8 14 0．6 13 0．6 平 28 1，994 1，982 99．3 7 0．4 5 0．3

平 18 2，257 2，228 98．7 18 0．7 11 0．4 平 29 1，946 1，940 99．7 2 0．1 4 0．2

平 19 2，156 2，121 98．4 5 0．2 30 1．4 平 30 1，900 1，897 99．8 0 0．0 3 0．2

平 20 2，147 2，118 98．6 12 0．6 17 0．8 令 元 1，858 1，851 99．6 1 0．1 6 0．3

平 21 2，242 2，223 99．2 11 0．5 8 0．4 令 2 1，728 1，722 99．6 1 0．1 5 0．3

平 22 2，181 2，166 99．3 5 0．2 10 0．5 令 3 1，886 1，875 99．4 3 0．2 8 0．4

平 23 2，089 2，077 99．4 6 0．3 6 0．3 令 4 1，785 1，772 99．3 6 0．3 7 0．4

平 24 2，071 2，057 99．3 2 0．1 12 0．6 令 5 1，827 1，810 99．1 1 0．1 16 0．8

平 25 2，103 2，077 98．7 12 0．6 14 0．7 令 6 1，776 1，758 99．0 6 0．3 12 0．7

令

和

6

年

度

進路先

性別等

大　　　　　　　　　　　学 短
期
大
学

専
門
学
校

就

職

そ
の
他

合

計国立大学 公立大学 私立大学 計

男 子 54（59） 7（ 9） 61（132） 122（200） 1 3 2 26 154

女 子 54（57） 15（16） 67（144） 136（217） 3 15 1 8 163

計 108（116） 22（25） 128（276） 258（417） 4 18 3 34 317�

過 年 度
卒 業 生 5（  7） 2（ 4） 3（ 17） 10（ 28） 0 0 0 1 11

令

和

5

年

度

進路先

性別等

大　　　　　　　　　　　学 短
期
大
学

専
門
学
校

就

職

そ
の
他

合

計国立大学 公立大学 私立大学 計

男 子 55（56） 7（ 7） 64（111） 126（174） 0 8 5 8 147

女 子 41（42） 19（21） 50（112） 110（175） 4 18 1 10 143

計 96（98） 26（28） 114（223） 236（349） 4 26 6 18 290

過 年 度
卒 業 生 8（ 8） 1（ 1） 3（ 20） 12（ 29） 0 0 0 1 13

（令和７年５月１日現在）

（　）は合格者数
（令和７年５月１日現在）
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1　幼　稚　園　（令和７年５月１日現在）
園・学校施設

園　　　名 保　育　室 リ ズ ム 室 計
園　舎　面　積　㎡ 園 地 面 積

㎡鉄　　　筋 鉄骨その他 木　　　造 計

福 島 5 1 6 793 16 809 3，238

助 任 4 1 5 1，066 1，066 2，493

津 田 2 1 3 1，132 14 1，146 2，702

加 茂 名 4 1 5 886 886 2，409

八 万 6 1 7 1，202 1，202 1，504

千 松 7 1 8 1，284 1，284 3，096

上 八 万 2 1 3 627 627 2．328

入 田 2 1 3 397 15 412 1，842

川 内 北 5 1 6 929 56 985 3，015

応 神 3 1 4 608 30 638 1，804

国 府 4 1 5 1，108 1，108 3，583

計 44 11 55 10，032 116 15 10，163 28，014
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2　小　学　校　（令和７年５月１日現在）

学　校　名
校　舎　面　積　㎡ 屋 体 面 積

㎡
プ ー ル
m

校 地 面 積
㎡鉄　　　筋 鉄骨その他 木　　　造 計

内 町 4，642 4，642 725 25 15，030

新 町 2，879 2，879 725 25 16，194

佐 古 5，759 15 5，774 1，049 25 19，511

富 田 5，032 53 5，085 919 25 15，760

福 島 4，543 12 4，555 919 25 15，363

城 東 4，682 13 37 4，732 1，215 25 14，678

助 任 5，547 39 5，586 1，049 25 16，114

津 田 7，224 49 7，273 1，164 25 20，106

昭 和 3，888 33 3，921 725 25 12，852

沖 洲 6，236 6，236 1，576 25 12，732

加 茂 名 4，777 51 4，828 774 25 21，034

加 茂 名 南 5，164 5，164 919 25 18，465

八 万 5，602 30 5，632 966 25 17，418

八 万 南 4，766 120 4，886 720 25 18，140

千 松 6，481 43 13 6，537 1，164 25 23，970

大 松 3，181 156 42 3，379 919 25 13，608

論 田 3，576 81 3，657 919 25 11，187

方 上 1，533 279 1，812 680 25 8，869

宮 井 1，842 48 1，890 894 25 13，356

渋 野 2，718 371 3，089 692 25 16，336

不 動 2，432 2，432 576 25 13，957

上 八 万 3，737 49 51 3，837 680 25 11，358

一 宮 2，085 2，085 680 25 11，239

入 田 1，594 1，594 25 9，005

川 内 北 4，101 254 4，355 775 25 17，764

川 内 南 2，512 106 2，618 956 25 13，081

応 神 3，567 50 3，617 877 25 18，505

国 府 5，249 44 5，293 805 25 15，572

北 井 上 2，929 51 2，980 919 25 11，598

南 井 上 3，137 49 50 3，236 680 25 16，587

計 121，415 1，914 275 123，604 25，661 459，389
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3　中　学　校　（令和７年５月１日現在）

4　高 等 学 校　（令和７年５月１日現在）

学　校　名
校　舎　面　積　㎡ 屋 体 面 積

㎡
プ ー ル
m

校 地 面 積
㎡鉄　　　筋 鉄骨その他 木　　　造 計

徳 島 6，258 6，258 1，138 23，430

城 西 7，344 95 7，439 1，555 25 29，852

富 田 7，074 35 7，109 1，222 50 40，569

城 東 7，677 114 7，791 1，222 25 30，677

津 田 4，160 41 4，201 1，138 50 17，956

加 茂 名 5，069 51 5，120 1，222 25 24，593

八 万 6，323 164 6，487 1，222 25 18，767

南 部 5，531 45 44 5，620 1，222 25 23，809

不 動 2，618 51 2，669 665 25 10，591

上 八 万 2，982 27 3，009 680 25 11，150

入 田 1，590 5 1，595 615 5，018

川 内 4，935 4，935 816 14，178

応 神 2，652 2，652 720 25 18，481

国 府 5，318 50 5，368 1，222 25 17，321

北 井 上 2，336 8 2，344 624 14，067

計 71，867 579 151 72，597 15，283 300，459

学　校　名
校　舎　面　積　㎡ 屋 体 面 積

㎡
校 地 面 積
㎡鉄　　　筋 鉄骨その他 木　　　造 計

市 立 高 校 10，045 3，810 13，855 6，548 46，023
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令和６年度就学援助費の状況

奨　学　資　金
徳島市奨学金
⑴　奨学生の資格　大学
　①　大学入学の日の前日まで引き続き 1年以上本市に居住していること
　②　その生計維持者が本市に居住していること
　③　修学の能力を有すること
　④　経済的理由により就学が困難であること

⑵　貸付募集人員及び貸付金額

区　　　分
学用品等、通学用品費、
校外活動費　 修　 学　 旅　 行　 費 通　　　 学　　　 費 新入学児童生徒

学 用 品 費 等 医 療 費 給 食 費
総　　　　　額

人　　員 金　　　額 人　　員 金　　　額 人　　員 金　　額 人　　員 金　　　額 人　　員 金　　　額 人　　員 金　　　額

小 学 校
中 学 校
合 計

1，106
741

1，847

16，273，851
18，409，418
34，683，269

189
235
424

4，288，410
14，313，850
18，602，260

0
0
0

0
0
0

176
213
389

9，832，560
13，419，000
23，251，560

37
19
56

788，650
271，336

1，059，986

1，098
722

1，820

59，436，244
42，444，506
101，880，750

90，619，715
88，858，110
179，477，825

小・中学校、幼稚園及び徳島市立高等学校の管理下における災害実態調査結果（令和６年度）

区分

月

災害発生の場所 災害発生の場合 負傷・疾病の種類 月 間
災害発生
件 数教　室 体育館

屋内運動場
廊下・階段
昇降口

運動場
園　庭

体育・遊戯
施　設

学校内
その他 学校外 授業中

体　育
授業中
他教科等 特別活動 学校行事 課外指導 休憩時 登下校時 骨　折 捻　挫 挫　傷

打　撲 挫　創 切　創 その他
負　傷 疾　病

4 8 24 3 40 0 3 18 19 5 4 1 33 20 14 26 18 25 6 0 11 10 96
5 16 37 16 54 0 3 27 34 11 5 10 32 44 17 34 23 52 9 1 20 14 153
6 16 28 14 48 4 4 22 28 8 6 5 24 51 14 18 28 51 11 1 19 8 136
7 23 18 6 19 3 0 8 15 6 6 7 20 20 3 19 10 33 5 0 6 4 77
8 0 6 1 7 0 1 8 0 0 1 0 18 0 4 9 1 8 1 1 2 1 23
9 20 23 7 48 0 0 14 22 6 5 4 30 37 8 20 20 37 4 2 14 15 112
10 24 40 11 49 0 1 19 38 2 12 4 33 45 10 35 24 48 11 1 10 15 144
11 18 45 14 53 1 3 15 56 14 8 2 13 45 11 32 30 51 9 2 15 10 149
12 17 30 4 54 0 1 19 39 6 10 6 25 33 6 35 28 30 4 0 12 16 125
1 15 40 5 48 0 1 15 42 6 6 1 31 29 9 25 35 32 8 1 11 12 124
2 19 38 11 45 0 3 15 39 11 13 3 18 34 13 33 24 42 6 2 16 8 131
3 9 23 9 32 0 2 7 21 7 5 2 22 21 4 20 14 25 6 1 10 6 82
計 185 352 101 497 8 22 187 353 82 81 45 299 379 113 306 255 434 80 12 146 119 1，352

区分
学校種別 1人当たり貸付金額 募 集 人 員

大 学 （県内）　月額 20，000円
（県外）　月額 30，000円

20人以内

区　　　　　　　　分 小　学　校 中　学　校

パ ン ま た は 米 飯 代
ミ ル ク 代
お か ず 代

86．62
69．55
161．83

94．52
69．55
198．93

計 318．00 363．00

徳島市学校給食費
（令和７年６月改定　単位：円）
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区　　　分
学用品等、通学用品費、
校外活動費　 修　 学　 旅　 行　 費 通　　　 学　　　 費 新入学児童生徒

学 用 品 費 等 医 療 費 給 食 費
総　　　　　額

人　　員 金　　　額 人　　員 金　　　額 人　　員 金　　額 人　　員 金　　　額 人　　員 金　　　額 人　　員 金　　　額

小 学 校
中 学 校
合 計

1，106
741

1，847

16，273，851
18，409，418
34，683，269

189
235
424

4，288，410
14，313，850
18，602，260

0
0
0

0
0
0

176
213
389

9，832，560
13，419，000
23，251，560

37
19
56

788，650
271，336
1，059，986

1，098
722

1，820

59，436，244
42，444，506
101，880，750

90，619，715
88，858，110
179，477，825

（単位：人、円）

区分

月

災害発生の場所 災害発生の場合 負傷・疾病の種類 月 間
災害発生
件 数教　室 体育館

屋内運動場
廊下・階段
昇降口

運動場
園　庭

体育・遊戯
施　設

学校内
その他 学校外 授業中

体　育
授業中
他教科等 特別活動 学校行事 課外指導 休憩時 登下校時 骨　折 捻　挫 挫　傷

打　撲 挫　創 切　創 その他
負　傷 疾　病

4 8 24 3 40 0 3 18 19 5 4 1 33 20 14 26 18 25 6 0 11 10 96
5 16 37 16 54 0 3 27 34 11 5 10 32 44 17 34 23 52 9 1 20 14 153
6 16 28 14 48 4 4 22 28 8 6 5 24 51 14 18 28 51 11 1 19 8 136
7 23 18 6 19 3 0 8 15 6 6 7 20 20 3 19 10 33 5 0 6 4 77
8 0 6 1 7 0 1 8 0 0 1 0 18 0 4 9 1 8 1 1 2 1 23
9 20 23 7 48 0 0 14 22 6 5 4 30 37 8 20 20 37 4 2 14 15 112
10 24 40 11 49 0 1 19 38 2 12 4 33 45 10 35 24 48 11 1 10 15 144
11 18 45 14 53 1 3 15 56 14 8 2 13 45 11 32 30 51 9 2 15 10 149
12 17 30 4 54 0 1 19 39 6 10 6 25 33 6 35 28 30 4 0 12 16 125
1 15 40 5 48 0 1 15 42 6 6 1 31 29 9 25 35 32 8 1 11 12 124
2 19 38 11 45 0 3 15 39 11 13 3 18 34 13 33 24 42 6 2 16 8 131
3 9 23 9 32 0 2 7 21 7 5 2 22 21 4 20 14 25 6 1 10 6 82
計 185 352 101 497 8 22 187 353 82 81 45 299 379 113 306 255 434 80 12 146 119 1，352

（数字は件数）
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令和6年度　身長・体重　平均値一覧

学校別 年齢
身　　　　　　長（cm） 体　　　　　　重（kg）

市 県 全　国 市 県 全　国

男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子

幼 稚 園

3 96．6 14．6

4 102．9 16．4

5 109．5 110．6 18．8 19．0

小 学 校

6 116．4 116．6 116．7 21．4 21．5 21．4

7 122．4 122．5 122．6 24．4 24．4 24．2

8 128．2 128．5 128．5 27．7 27．9 27．6

9 133．7 133．5 134．0 31．0 31．4 31．2

10 139．2 139．5 139．7 35．5 35．8 35．2

11 145．9 145．8 146．0 40．0 40．3 39．6

中 学 校

12 152．6 153．5 154．0 44．8 45．9 45．3

13 160．3 160．5 161．1 50．9 51 50．5

14 165．8 165．7 166．1 56．1 55．8 55．0

女　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子

幼 稚 園

3 95．9 14．4

4 102．7 16．4

5 108．5 109．6 18．3 18．7

小 学 校

6 115．3 115．4 115．8 20．9 21 21．0

7 121．3 121．6 121．8 23．6 23．9 23．7

8 127．4 127．6 127．7 27．1 27．3 26．9

9 133．5 133．6 134．1 30．6 30．8 30．5

10 140．8 140．9 141．1 35．1 35．4 35．0

11 146．7 147．2 147．8 39．5 40．3 40．1

中 学 校

12 152．0 152 152．3 44．7 45．1 44．4

13 154．6 154．7 155．0 47．7 47．9 47．5

14 156．3 156 156．4 50．5 50．3 49．6

※学校保健安全法施行規則の一部改正に伴い、平成28年度からは座高測定を除く。
※徳島市及び徳島県は、全児童・生徒の保健統計
※全国は文部科学省学校保健統計調査（速報値）
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教育集会所設置状況

集 会 所 名 所　　在　　地 電　　話 建 物 面 積 集 会 所 名 所　　在　　地 電　　話 建 物 面 積

延 命
教育集会所 徳島市国府町 642－3278 木造平屋建

132．49㎡
芝 原
教育集会所 徳島市国府町 642－2155

鉄筋 3階建の
2階
175．094㎡

不 動
教育集会所 徳島市不動東町 631－4121

鉄筋 3階建の
2階と別館含む
354．75㎡

明 善
教育集会所 徳島市八万町 668－3002 鉄筋平屋建

115．00㎡

一 宮
教育集会所 徳島市一宮町 644－2212

鉄筋 3階建の
3階と別館含む
319．38㎡

応 神
教育集会所 徳島市応神町 641－0317

鉄筋 3階建の
2 階
213．875㎡

鮎 喰
教育集会所 徳島市庄町 632－5545

鉄筋 2階建の
2階と
1階の一部
318．11㎡

北 島 田
教育集会所 徳島市北島田町 632－8300

鉄筋 2階建の
２階と１階の
一部
153．23㎡

令和6年度　児童・生徒　新体力テストの平均値一覧

学年

種　　　目　　　別　　　平　　　均　　　値
体　力

合計点
握力

（㎏）

上体
起こし
（回）

長座
体前屈
（㎝）

反復
横とび
（点）

20m
シャトルラン
（回）

50m走

（秒）

立ち
幅とび
（㎝）

ソフト・ハンド
ボール投げ
（m）

小 3 33．19 10．54 133．75 14．51
小 4 13．51 17．41 29．95 38．58 41．41 9．98 141．66 17．78 47．13
小 5 15．80 18．69 33．80 42．89 47．64 9．57 151．22 21．04 52．58
小 6 19．17 20．86 35．39 45．35 55．23 9．15 163．33 24．17 58．66
中 1 23．55 22．17 41．68 49．47 63．61 8．51 183．19 19．21 35．31
中 2 29．68 25．04 44．93 52．11 78．44 7．90 198．26 21．56 42．37
中 3 35．23 26．91 49．70 55．53 79．32 7．73 206．98 22．58 48．46
高 1 37．36 27．04 47．21 57．91 85．15 7．27 224．59 25．47 52．01
高 2 39．70 30．02 51．05 61．08 99．28 7．09 234．76 26．91 58．00

学年

種　　　目　　　別　　　平　　　均　　　値
体　力

合計点
握力

（㎏）

上体
起こし
（回）

長座
体前屈
（㎝）

反復
横とび
（点）

20m
シャトルラン
（回）

50m走

（秒）

立ち
幅とび
（㎝）

ソフト・ハンド
ボール投げ
（m）

小 3 30．91 11．00 125．13 9．27
小 4 12．81 16．06 34．35 35．55 29．33 10．40 132．53 10．88 46．68
小 5 16．03 17．76 38．00 40．83 37．14 9．82 146．52 12．93 54．25
小 6 18．51 19．34 39．77 42．08 41．52 9．61 151．64 14．60 58．43
中 1 21．51 18．56 46．34 45．02 40．40 9．24 161．75 11．40 42．32
中 2 23．56 19．92 46．75 45．58 47．84 8．99 164．99 12．48 46．37
中 3 25．16 21．51 51．02 48．28 51．45 8．78 175．25 14．12 52．05
高 1 26．08 20．62 49．64 48．67 46．32 8．84 176．50 13．65 51．37
高 2 26．42 21．99 49．21 52．06 54．51 8．67 185．37 14．57 55．57

男子

女子

※ボール投げ種目は、小学生がソフトボール投げ、中学生・高校生がハンドボール投げ

※ボール投げ種目は、小学生がソフトボール投げ、中学生・高校生がハンドボール投げ
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公民館設置の状況　（令和７年４月１日現在）

館　　　　　名 所　　　　　在　　　　　地 設置年月日 土　　　地
　　　　　　　　建　　　　　　　　　　　　　　　　　物

電　　　話
構　　　　　造 面　積（延㎡） 総工費（千円） 建築年月日

川 内 川内町沖島 260 番地 Ｓ30． 3 ．31 市 有 地 鉄　筋　2　階　建 925．36 134，000 Ｓ53． 3 ．20 6 6 5 － 3 8 4 3

加 茂 名

不 動

庄町 5丁目 48 番地の 5（コミセン内）

不動本町 2丁目 178 番地の 1（コミセン内）

Ｓ25． 4 ． 1

Ｓ38．12．31

市 有 地

市 用 地

鉄　筋　2　階　建

鉄 骨 平 屋 建

1，065．28

595．32

309，196

313，545

Ｈ 3 ．10． 7

Ｈ 4 ． 9 ．30

6 3 1 － 1 7 7 8

6 3 1 － 9 6 4 9

新 町

西 富 田

東山手町 2丁目 25 番地

弓町 1丁目 17 番地（コミセン内）

Ｓ25． 4 ． 1

Ｓ25． 4 ． 1

新 町 小 用 地

市 有 地

鉄　筋　2　階　建

鉄　筋　2　階　建

636．00

764．77

82，252

612，684

Ｓ54． 3 ．31

Ｈ12． 9 ．30

6 2 6 － 5 4 2 8

6 2 3 － 5 4 8 2

方 上

渋 野

飯 谷

北山町下地 1番地（徳島市方上小学校内）

渋野町宮前 138 番地

飯谷町上里 38 番地の 1

Ｓ26． 4 ． 1

Ｓ26． 4 ． 1

Ｓ26． 4 ． 1

方 上 小 用 地

旧 渋 野 小 用 地

市 有 地

鉄 骨 2 階 建 一 部 木 造

鉄 骨 平 屋 建

鉄　筋　2　階　建

322．67

275．26

342．16

28，260

32，030

18，190

Ｓ60． 1 ． 7

Ｈ15． 3 ．25

Ｓ55． 3 ．31

6 6 9 － 1 7 4 5

6 4 5 － 1 1 8 0

6 4 5 － 0 3 2 9

分　
　

館

加茂名

〃 　

〃 　

不 動　

蔵 本

島 田

名 東 3 丁 目

西 町

蔵本元町 3丁目 60 番地

北島田町 1丁目 11 番地

名東町 3丁目 176 番地の 3

不動西町 4丁目 2186 番地の 2

Ｓ29．10．15

Ｓ38． 2 ． 9

Ｓ39．12．25

Ｓ38． 3 ．30

市 有 地

神 社 用 地

市 有 地

市 有 地

鉄　骨　2　階　建

木 造 平 屋 建

木 造 平 屋 建

鉄　骨　2　階　建

216．14

110．96

69．30

97．85

12，167

15，212

550

12，320

Ｓ46． 9 ．30

Ｈ 4 ． 2 ．10

Ｓ40． 3 ．31

Ｈ 1 ． 3 ．27
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館　　　　　名 所　　　　　在　　　　　地 設置年月日 土　　　地
　　　　　　　　建　　　　　　　　　　　　　　　　　物

電　　　話
構　　　　　造 面　積（延㎡） 総工費（千円） 建築年月日

川 内 川内町沖島 260 番地 Ｓ30． 3 ．31 市 有 地 鉄　筋　2　階　建 925．36 134，000 Ｓ53． 3 ．20 6 6 5 － 3 8 4 3

加 茂 名

不 動

庄町 5丁目 48 番地の 5（コミセン内）

不動本町 2丁目 178 番地の 1（コミセン内）

Ｓ25． 4 ． 1

Ｓ38．12．31

市 有 地

市 用 地

鉄　筋　2　階　建

鉄 骨 平 屋 建

1，065．28

595．32

309，196

313，545

Ｈ 3 ．10． 7

Ｈ 4 ． 9 ．30

6 3 1 － 1 7 7 8

6 3 1 － 9 6 4 9

新 町

西 富 田

東山手町 2丁目 25 番地

弓町 1丁目 17 番地（コミセン内）

Ｓ25． 4 ． 1

Ｓ25． 4 ． 1

新 町 小 用 地

市 有 地

鉄　筋　2　階　建

鉄　筋　2　階　建

636．00

764．77

82，252

612，684

Ｓ54． 3 ．31

Ｈ12． 9 ．30

6 2 6 － 5 4 2 8

6 2 3 － 5 4 8 2

方 上

渋 野

飯 谷

北山町下地 1番地（徳島市方上小学校内）

渋野町宮前 138 番地

飯谷町上里 38 番地の 1

Ｓ26． 4 ． 1

Ｓ26． 4 ． 1

Ｓ26． 4 ． 1

方 上 小 用 地

旧 渋 野 小 用 地

市 有 地

鉄 骨 2 階 建 一 部 木 造

鉄 骨 平 屋 建

鉄　筋　2　階　建

322．67

275．26

342．16

28，260

32，030

18，190

Ｓ60． 1 ． 7

Ｈ15． 3 ．25

Ｓ55． 3 ．31

6 6 9 － 1 7 4 5

6 4 5 － 1 1 8 0

6 4 5 － 0 3 2 9

分　
　

館

加茂名

〃 　

〃 　

不 動　

蔵 本

島 田

名 東 3 丁 目

西 町

蔵本元町 3丁目 60 番地

北島田町 1丁目 11 番地

名東町 3丁目 176 番地の 3

不動西町 4丁目 2186 番地の 2

Ｓ29．10．15

Ｓ38． 2 ． 9

Ｓ39．12．25

Ｓ38． 3 ．30

市 有 地

神 社 用 地

市 有 地

市 有 地

鉄　骨　2　階　建

木 造 平 屋 建

木 造 平 屋 建

鉄　骨　2　階　建

216．14

110．96

69．30

97．85

12，167

15，212

550

12，320

Ｓ46． 9 ．30

Ｈ 4 ． 2 ．10

Ｓ40． 3 ．31

Ｈ 1 ． 3 ．27
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1　蔵書冊数　

2　図書の移動状況

図書館の蔵書冊数・登録者数等

館　　　　　　　　　内 巡　回　文　庫
合　計

一　　　般 児　　　童 郷 土 資 料 参 考 図 書 一　　　般 児　　　童

0　 総　　　 記 8，233� 1，388� 2，962� 1，549� 740� 499� 15，371�

1　 哲　　　 学 16，445� 1，119� 618� 209� 2，822� 770� 21，983�

2　 歴 史 地 理 25，856� 4，382� 4，167� 1，251� 3，658� 1，792� 41，106�

3　 社 会 科 学 47，042� 5，797� 5，854� 2，083� 5，344� 1，079� 67，199�

4　 自 然 科 学 25，913� 7，875� 1，104� 1，009� 4，045� 2，936� 42，882�

5　 工 学 技 術 26，235� 3，489� 1，269� 432� 12，585� 1，201� 45，211�

6　 産　　　 業　 12，039� 1，886� 1，196� 615� 2，077� 458� 18，271�

7　 芸　　　 術 26，242� 6，218� 1，621� 542� 5，141� 2，569� 42，333�

8　 語　　　 学 4，911� 1，775� 147� 687� 736� 602� 8，858�

9　 文　　　 学 108，899� 31，317� 4，847� 386� 40，989� 11，572� 198，010�

C　紙　芝　居 0� 2，684� 0� 0� 0� 2，122� 4，806�

E　絵　　　本 0� 39，938� 0� 0� 0� 21，394� 61，332�

M　マ ン ガ 1，134� 2，004� 0� 0� 29� 3，182� 6，349�

A V 3，242� 1，665� 0� 0� 0� 0� 4，907�

計 306，191� 111，537� 23，785� 8，763� 78，166� 50，176� 578，618�

令和５年度
蔵書数

令和６年度　受入冊数 令和６年度
除籍冊数

令和６年度末
蔵書数

構 成 比
（％）購　　　入 寄　　　贈 計

0　 総　　　 記 15，016� 475� 56� 531� 176� 15，371� 2.7�

1　 哲　　　 学 21，618� 726� 15� 741� 376� 21，983� 3.8�

2　 歴 史 地 理 40，128� 1，479� 63� 1，542� 564� 41，106� 7.1�

3　 社 会 科 学 66，060� 2，565� 126� 2，691� 1，552� 67，199� 11.6�

4　 自 然 科 学 42，879� 1，851� 28� 1，879� 1，876� 42，882� 7.4�

5　 工 学 技 術 44，787� 1，611� 26� 1，637� 1，213� 45，211� 7.8�

6　 産　　　 業　 17，837� 619� 30� 649� 215� 18，271� 3.2�

7　 芸　　　 術 42，118� 1，222� 34� 1，256� 1，041� 42，333� 7.3�

8　 語　　　 学 8，690� 291� 0� 291� 123� 8，858� 1.5�

9　 文　　　 学 194，435� 6，800� 96� 6，896� 3，321� 198，010� 34.2�

C　紙　芝　居 4，801� 109� 0� 109� 104� 4，806� 0.8�

E　絵　　　本 60，486� 2，188� 56� 2，244� 1，398� 61，332� 10.6�

M　マ ン ガ 6，391� 71� 0� 71� 113� 6，349� 1.1�

A V 4，834� 146� 0� 146� 73� 4，907� 0.8�

計 570，080� 20，153� 530� 20，683� 12，145� 578，618� 100.0�

（令和７年４月１日現在）
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3　利用状況　（令和６年度）

4　移動図書館いずみ号巡回地区
（令和７年４月１日現在）

注：①登録者数は令和５年度末までの累計

①　

登
録
者
数

区　　　分 一　　　般 児　　　童 計

館 内 110，456� 9，890� 120，346�

巡 回 文 庫 17，530� 1，322� 18，852�

計 127，986� 11，212� 139，198�

②　

貸
出
冊
数

館 内 506，674� 321，175� 827，849�

巡 回 文 庫 70，073� 46，583� 116，656�

配 本 所 8，159� 18，562� 26，721�

計 584，906� 386，320� 971，226�

地　域　名 箇所数 地　域　名 箇所数

内 町 1 勝 占 7

新 町 1 多 家 良 5

西 富 田 1 不 動 1

佐 古 4 上 八 万 3

東 富 田 1 入 田 1

渭 東 4 川 内 7

渭 北 3 応 神 2

津 田 6 国 府 3

昭 和 2 南 井 上 3

沖 洲 5 北 井 上 2

加 茂 名 8

計　23 地域
　　81 箇所

八 万 7

加 茂 4

③　希望図書件数

区　　 分 件　　数

館 内 175，975�

巡回文庫 9，095�

計 185，070�

④　レファレンス件数

182
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1　国指定文化財

3　国認定重要美術品

2　国選定保存技術

4　県指定文化財

徳島市所在国・県・市指定文化財・登録有形文化財

種　　別 名　　　　　　称 員　数 所在地または
収 蔵 施 設

所有者または
管 理 者 指定年月日

有

形

文

化

財

重

要

文

化

財

建 造 物

丈六寺三門　附棟札一枚
丈六寺観音堂　附棟札七枚
丈六寺本堂（元方丈）附棟札一枚
丈六寺経蔵（旧僧堂）附棟札五枚
一宮神社本殿　附棟札九枚
三河家住宅
　附　岩屋一棟、外便所一棟、門及び塀二基

1 棟
〃
〃
〃
〃
〃

丈 六 町
〃
〃
〃

一 宮 町
富 田 浜

丈 六 寺
〃
〃
〃

一 宮 神 社
徳 島 市

昭28． 3 ．31
〃
〃

平10．12．25
平 5 ． 4 ．20
平19．12． 4

絵 画 絹本著色　細川成之像 1 幅 丈 六 町 丈 六 寺 昭42． 6 ．15

彫 刻
木造　地蔵菩薩半跏像
木造　聖観音坐像
木造　如意輪観音坐像
木造　十一面観音立像

1 躯
〃
〃
〃

福 島 二 丁 目
丈 六 町
多 家 良 町
国 府 町

東 照 寺
丈 六 寺
如 意 輪 寺
井 戸 寺

明44． 8 ． 9
〃
〃
〃

書 跡 紙本墨書　聖徳太子傳暦 2 巻 奈良国立博物館 本 願 寺 明43． 8 ．29
考古資料 徳島県　若杉山辰砂　採掘　遺跡出土石器 259����点 徳島県立博物館ほか 徳 島 県 令 5． 6．27

歴史資料 徳島藩御召鯨船千山丸
船尾に安政四年九月の刻銘がある 1 艘 徳 島 城 博 物 館 徳 島 市 平 8． 6．27

民
俗
文
化
財

重要有形
民俗文化財

犬飼の舞台
阿波人形師（天狗屋）の製作用具及び製品
　附　販売関係資料　51 点

1 棟
1，107�点

八 多 町
天 狗 久 資 料 館

五 王 神 社
徳 島 市

平10．12．16
平14． 2 ．12

重要無形
民俗文化財 阿波人形浄瑠璃 － 徳 島 市 ほ か ㈶ 阿 波 人 形

浄瑠璃振興会 平11．12．21

記　

念　

物

史 跡

徳島藩主蜂須賀家墓所
徳島城跡
渋野丸山古墳
阿波遍路道　大日寺境内　地蔵寺境内　切幡寺境内　焼山寺道
　　　　　　一宮道　常楽寺境内　恩山寺道
　　　　　　立江寺道　鶴林寺道　鶴林寺境内　太龍寺道
　　　　　　かも道　太龍寺境内　いわや道
　　　　　　平等寺道　平等寺境内　雲辺寺道

－
－

1 基
－

下 助 任 町 ほ か
徳 島 町
渋 野 町
国 府 町 ほ か

徳 島 市
〃
〃

徳 島 市 ほ か

平14． 9 ．20
平18． 1 ．26
平21． 2 ．12
平22． 8 ． 5

名 勝 旧徳島城表御殿庭園
阿波国分寺庭園

－
－

徳 島 町
国 府 町

徳 島 市
國 分 寺

昭16．12．13
平12． 3 ．30

種　　別 名　　　　　　称 員　数 所 在 地 所 有 者 指定年月日

有　

形

文
化
財

書 跡 紙本墨書　大般若経第二百十四残巻
紙本墨書　日野資名消息（正中元年十二月十五日）

1 巻
1 幅

徳島県立博物館
〃

徳 島 県
〃

昭 9． 3．20
昭12． 5 ．12

考古資料 袈裟襷文銅鐸（阿南市椿町曲出土） 1 口 八 百 屋 町 個 人 蔵 昭 9．11．12

種　　別 名　　　　　　称 員　数 所 在 地 所 有 者 指定年月日

選定保存技術 阿波藍製造 － 応 神 町 ほ か
吉田愛二ほか
（阿波藍製造
技術保存会）

昭53． 5 ． 9

種　　別 名　　　　　　称 員　数 所在地または
収 蔵 施 設

所有者または
管 理 者 指定年月日

有　
　

形　
　

文　
　

化　
　

財

建 造 物
竹林院十三層塔
丈六寺書院　附棟札一枚
丈六寺徳雲院　附棟札一枚

1 基
1 棟
〃

八 万 町
丈 六 町

〃

竹 林 院
丈 六 寺

〃

昭30． 7 ．15
昭34． 6 ．12

〃

絵 画

新町橋渡初之図
蜂須賀家旧蔵全国名勝絵巻
祖谷山絵巻
光格上皇修学院御幸儀杖図
柳橋水車図六曲屏風
鳴門十二勝真景図巻
蜂須賀正勝画像
朝鮮通信使蜂須賀家川御座船図
「柳に水車図・桐花図」杉戸絵
真言宗小野流相承祖師像

1 幅
10　 巻
2 巻
3 巻
1 双
1 巻
1 幅
2 面
2 枚 4 面
1 幅

徳 島 城 博 物 館
徳島県立博物館

〃
〃

徳 島 城 博 物 館
〃
〃
〃
〃

国 府 町

個 人 蔵
徳 島 県

〃
〃

徳 島 市
〃
〃
〃
〃

井 戸 寺

昭34． 9 ．11
昭42．12．19
昭44． 3 ．22
昭47． 3 ．17
平 9 ． 3 ．25
平20． 2 ． 1
平20． 3 ．28
平24． 5 ． 1
平25． 2 ．13
平29． 2 ．20

（令和７年４月１日現在）
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種　　別 名　　　　　　称 員　数 所在地または
収 蔵 施 設

所有者または
管 理 者 指定年月日

有　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

形　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

化　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財

彫 刻

日光菩薩・月光菩薩
線刻　阿弥陀如来坐像
木造　男神坐像
木造　如来形立像
木造　十一面観音立像

2 躯
1 躯
〃
〃
〃

国 府 町
〃

一 宮 町
〃

徳島県立博物館

井 戸 寺
個 人 蔵
國 中 神 社

〃
青 蓮 院

昭33． 7 ．18
昭42． 1 ．17
昭46． 8 ．10

〃
昭58． 3 ．29

工 芸 品

刀　　表銘　小林伊勢守國輝於椿泊造之
　　　裏銘　寶永四年丁亥年仲春吉日
刀　　大摺上無銘（伝福岡一文字）
刀　　表銘　古銘恒次
　　　裏銘　土肥真了揚之
刀　　表銘　正保二年国有難先人貞恒奔命
　　　東都中村作州餞以此刀遂克解紛而皈是
　　　以歴世傳寶焉云
　　　裏銘　文化五年戊辰春九世孫長谷川
　　　貞順謹誌
刀一（徳島県第一二二号）
　　　　銘　大和守安定
脇指　表銘　備州長船盛光
　　　裏銘　應永廿二年八月日
刀　　表銘　伊勢守國輝於阿州椿泊作之
　　　裏銘　元禄十丁巳暦初秋森氏村建
脇指　表銘　津田越前守助廣
　　　裏銘　延寶三年二月日
脇指　表銘　粟田口近江守忠綱
　　　裏銘　彫物同作
刀　　表銘　井上和泉守国貞
　　　裏銘　（菊紋）寛文十一年八月日
短刀　表銘　備州長船祐光
　　　裏銘　文明三年八月日
脇指　　銘　阿州海部住藤原氏吉
観松斎蒔絵の鞍と鐙
波濤蒔絵鐙

1 口

〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
1 揃
1 双

国 府 町

南 仲 之 町
西 須 賀 町

上 板 町

徳島県立博物館

新 蔵 町

〃

〃

〃

銀 座

吉 野 本 町

徳島県立博物館
徳 島 城 博 物 館

〃

個 人 蔵

〃
〃

〃

徳 島 県

個 人 蔵

〃

〃

〃

〃

〃

徳 島 県
徳 島 市

〃

昭28． 1 ．13

〃
〃

〃

〃

昭28． 7 ．21

〃

〃

〃

〃

〃

〃
昭28． 1 ．13
平 9 ．12．26

書 跡

弁顕密二教諭巻上
中林梧竹作品および関係資料
飯尾常房書跡集　附楠長諳書跡
阿波志
飯尾常房書状　附　短冊（雑物舟中暮春）
細川成之書跡
細川澄元書跡
飯尾常房　書状　短冊

1 　 巻
一 括
〃

12　 冊
3 点
4 点
1 通
1 通
4 枚

徳島県立博物館
県立文学書道館
徳島県立博物館
徳 島 城 博 物 館
徳島県立博物館

〃
〃
〃

竹 林 院
徳 島 県

〃
徳 島 市
徳 島 県

〃
〃
〃

昭30． 5 ． 6
昭34． 9 ．11

〃
昭43．12． 6
昭44． 3 ．22
昭51． 4 ． 6

〃
昭55．12．18

考古資料

袈裟襷文銅鐸（小松島市勢合出土）
樋殿谷出土蔵骨器関係資料
袈裟襷文銅鐸（徳島市安都真出土）
袈裟襷文銅鐸（徳島市名東遺跡出土）

1 口
18　 点
4 口
1 口

徳島県立博物館
〃
〃

徳 島 城 博 物 館

徳 島 県
〃

個 人 蔵
徳島市教育委員会

昭28． 7 ．21
昭37． 5 ．11
昭46． 8 ．10
平 9 ． 3 ．25

歴史資料
新町橋渡初之図
板東俘虜収容所関係資料

1 幅
612����点

中 通 町
徳島県立文書館ほか

個 人 蔵
徳 島 県 ほ か

昭34． 9 ．11
令 1 ．10． 8

無　

形　

文　

化　

財

工芸技術

阿波正藍しじら織 － 国 府 町
長尾織布合名会社
代表
長尾　伊太郎

昭38． 6 ．18
令 1 ．10． 1
（追加認定）

阿波正藍染法 － 国 府 町
岡本織布工場
代表
岡本　政和

昭43． 6 ． 7

阿波藍の注染 － 佐 古 七 番 町 古庄　紀治 平30． 3 ．30
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5　市指定文化財

種　　別 名　　　　　　称 員　数 所在地または
収 蔵 施 設

所有者または
管 理 者 指定年月日

民　
　
　
　
　
　

俗　
　
　
　
　
　

文　
　
　
　
　
　

化　
　
　
　
　
　

財

有形民俗
文 化 財

阿波人形浄瑠璃人形頭　一役頭（姐己）
　銘　阿州和田天狗屋久義作
阿波人形浄瑠璃人形頭　一役頭（太公望）
　銘　阿州和田村天狗屋久義作之
　　　明治三十一年九月吉日年四十才
阿波人形浄瑠璃人形頭　女房頭（政岡）
　銘　徳島縣名東郡國府町大字和田村
　　　天狗屋久吉年五十二才作之
　　　明治四拾三年十一月吉日
阿波人形浄瑠璃人形頭　角目頭（熊谷）
　銘　徳島縣名東郡國府町大字和田天狗屋久

吉作五十七才
　　　大正四年三月吉日
阿波人形浄瑠璃人形頭　女房頭（政岡）
　銘　徳島縣名東郡國府町大字和田天狗屋久

吉作之五十三才
　　　明治四拾四年六月吉日
阿波人形浄瑠璃人形頭　角目頭（金藤次）
　銘　徳島縣名東郡國府町和田
　　　天狗屋久吉作　昭和四年秋
阿波人形浄瑠璃人形頭　娘頭（八重垣姫）
　銘　徳嶌縣名東郡國府町天狗屋久吉之作
　　　明治四十三年一月
天狗久旧工房及び製作用具、製品並びに生活
関連資料

阿波古式打毬関係資料

1 個

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1 棟及び
用具272点
製品726点
資料一式
405点

郷 土 文 化 会 館

徳島県立博物館

〃

北 田 宮

徳島県立博物館

〃

〃

天狗久資料館

徳島県立博物館

㈱徳島県文
化振興財団
徳島バス株式会社

〃

個 人 蔵

徳 島 県

〃

〃

徳 島 市

徳 島 県

昭28． 7 ．21

〃

〃

〃

昭29． 1 ．29

〃

〃

平13． 9 ．11

平18．11．21

無形民俗
文 化 財

津田の盆踊り － 津 田 町 津田の盆踊り
保 存 会 平14． 5 ． 7

宅宮神社の神踊り － 上 八 万 町 宅宮神社の神踊り
保 存 会 平22． 2 ．18

阿波木偶「三番叟まわし」 － 国 府 町 阿波木偶箱まわし
保 存 会 平27． 2 ．12

記　

念　

物

史 跡

渋野の古墳
阿波国分寺跡
入田の瓦窯跡
矢野の古墳
袋井用水の水源地
一宮城跡
丈六寺

4 基
1 件
〃

1 基
1 件
〃
〃

渋 野 町
国 府 町
入 田 町
国 府 町
鮎 喰 町
一 宮 町
丈 六 町

徳 島 市
國 分 寺
個 人 所 有
徳 島 市

〃
〃

丈 六 寺

昭28． 1 ．13
昭28． 7 ．21

〃
〃
〃

昭29． 8 ． 6
昭34． 6 ．12

種　　別 名　　　　　　称 員　数 所在地または
収 蔵 施 設

所有者または
管 理 者 指定年月日

有　
　

形　
　

文　
　

化　
　

財

建 造 物
八幡神社随臣門
三島神社の狛犬
観音寺本堂

1 棟
1 対
1 棟

伊 賀 町
西 大 工 町
勢 見 町

八 幡 神 社
三 島 神 社
観 音 寺

昭38． 4 ．27
〃

昭45．11．16

絵 画

春日鹿曼荼羅図
阿波盆踊図
鷹図
徳島盂蘭盆組踊之図
参勤交代渡海図
絹本著色　隆三世明王像
絹本著色　薬師三尊十二神将像
養性軒十六詩画巻
紙本著色　宮嶋金毘羅神社縁起絵巻（納箱入）
　附　祭祠儀式行列・頭人名面 2巻

1 幅
〃
〃

1 巻
1 双
1 幅
〃

1 巻
2 巻

奈良国立博物館
新 蔵 町
住 吉 三 丁 目
国 府 町
徳島城博物館
国 府 町

〃
徳島城博物館

〃

本 願 寺
個 人 蔵

〃
〃

蓮 花 寺
常 楽 寺

〃
徳 島 市
金刀比羅神社

昭38． 4 ．27
昭38．12． 3

〃
昭43．10．16
平12． 3 ．29
平13．12．26

〃
平20． 3 ．27
平22．10．22

彫 刻

木造　釈迦如来坐像
木造　阿弥陀如来坐像
木造　阿弥陀如来立像
石造　聖観音立像
木造　四天王立像
木造　弘法大師坐像
　附　畳座一基、沓一対、水瓶一口

1 軀
〃
〃
〃

4 軀
1 軀

福 島 一 丁 目
南 島 田 町
入 田 町
国 府 町
多 家 良 町

〃

青 蓮 院
本 願 寺
建 治 寺
芝原観音堂地区
如 意 輪 寺

〃

昭53．12．21
昭59． 4 ．24
平 6 ． 2 ．22
平 9 ． 9 ．24
平16． 3 ．25
令 3 ． 8 ．20
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種　　別 名　　　　　　称 員　数 所在地または
収 蔵 施 設

所有者または
管 理 者 指定年月日

有　
　

形　
　

文　
　

化　
　

財

工 芸 品

金梨地左卍紋散蒔絵飾太刀拵・太刀
雲版
紫糸威大鎧
花鳥十二ヶ月図小柄

1 腰
1 面
1 領
12　 点

徳 島 城 博 物 館
丈 六 町
徳 島 城博物館

〃

徳 島 市
丈 六 寺
徳 島 市

〃

平 5．11．26
平 6 ． 2 ．22
平13．12．26

〃

書 跡
旧勝占村関係古地図ならびに記録一括
大蔵経
飯尾常房書状

130　点
1，968冊
１　 通

徳 島 城 博 物 館
丈 六 町
国 府 町

徳 島 市
丈 六 寺
個 人 蔵

昭42． 4 ．14
昭47． 8 ．24
昭52．12．27

考古資料

石造板碑阿弥陀三尊立像
威徳院の板碑
木偶
剣形木製品
徳島惣構跡（中徳島町2丁目・徳島町2丁目）出土木簡

1 基
2 基
1 点
〃

57　 点　

方 上 町
国 府 町
徳 島 城 博 物館

〃
徳島市文化財整理室

神 光 寺
威 徳 院
徳島市教育委員会

〃
〃

昭52． 8 ．31
昭55． 5 ．26
平 5 ．11．26

〃
平24． 7 ．27

無　

形

文
化
財

工芸技術 筒描阿波藍染 － 南佐古六番町 古 庄 輝 亘 平29． 1 ．27

民
俗
文
化
財

有形民俗
文 化 財 犬飼の舞台襖 53　 組

199　枚 八 多 町 五 王 神 社 平16．10．28

無形民俗
文 化 財

渋野の三番叟踊
犬飼農村舞台の襖からくり
佐野塚の獅子舞
七丁原の獅子舞

－
－
－
－

渋 野 町
八 多 町
国 府 町
応 神 町

八 幡 神 社
犬飼農村舞台保存会
佐野塚獅子舞保存会
七 成 会

昭42．11． 8
平10． 4 ．22
平22． 4 ．22

〃

記　
　

念　
　

物

史 跡 城山の貝づか
穴不動古墳

3 ヶ 所
1 基

徳 島 町
名 東 町

徳 島 市
地 蔵 院

昭38． 4 ．27
平14． 2 ．25

名 勝 観音寺書院の庭園 － 勢 見 町 観 音 寺 昭47． 8 ．24

天 然
記 念 物

城山の原生林
春日の大樟
速雨神社のクスノキ
別宮八幡神社のクスノキ

－
1 本
1 樹
〃

徳 島 町
入 田 町
八 多 町
応 神 町

徳 島 市
天 神 社
速 雨 神 社
別宮八幡神社

昭38． 4 ．27
〃

平14． 2 ．25
〃

6　登録文化財

種　　別 名　　　　　　称 員　数 所在地または
収 蔵 施 設

所有者または
管 理 者 指定年月日

有　
　
　

形　
　
　

文　
　
　

化　
　
　

財

建 造 物

徳島市水道局佐古配水場 ポ ン プ 場
源　水　井
集　合　井

1 棟
〃
〃

南 佐 古 六 番 町 徳島市上下水道局 平 9． 5． 7
平10．10． 9

〃
高原ビル 1 棟 東 船 場 町 株式会社国際 平 9． 7．15
勢玉 酒　蔵　A

酒　 蔵　B
事 務 所 棟
煙　　　突

1 棟
〃
〃

1 基

福 島 一 丁 目 株式会社勢玉 平11． 8 ．23

高橋家住宅 主　　　屋
藍　寝　床
西　納　屋
蔵 　　

表　　　門
練　　　塀

1 棟
〃
〃
〃
〃

1 基

南 矢 三 町 個 人 所 有 平11． 8 ．23

原田家住宅 主　　　屋 1 棟 かちどき橋3丁目 個 人 所 有 平12． 4 ．28
和田の屋本館下棟 1 棟 眉 山 町 大 滝 山 個 人 所 有 平23． 1 ．26
常楽寺 本　　　堂

大　師　堂
1 棟
〃

国 府 町 常 楽 寺 平23． 7 ．25

佐藤家住宅 隠 居 屋
門 柱

1 棟
1 基

入 田 町 個 人 所 有 平26． 4 ．25

徳島県立城北高等学校人形会館 1 棟 北 田 宮 ４ 丁 目 徳 島 県 平27． 8 ． 4

蔵珠院 茶 室
まい込み泉

1 棟
1 基

国 府 町 蔵 珠 院 令 3．10．14

旧西野家住宅
（徳島県立阿波十郎兵衛屋敷）

辰 巳 座 敷
長 屋 門

1 棟
〃

川 内 町 徳 島 県 令 6． 3． 6

民　

俗

文
化
財

有形民俗
文 化 財 阿波木偶の門付け用具　 163　点 国 府 町 阿 波 木 偶

箱まわし保存会 平21． 3 ．11

記念物 遺跡関係 南海地震徳島県地震津波碑 － 南沖洲町一丁目ほか 蛭子神社ほか 平29．10．13
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街頭補導少年の行為別・学職別・年齢別状況（令和６年４月～令和７年３月分）

（上段は総数、下段は女子で内数）
徳島市青少年育成補導センター

学職・年齢別

行為別

総　
　
　

数

学　　　　　職　　　　　別

未　

就　

学

学　　　生　　・　　生　　　徒 有
職
少
年

無
職
少
年

小
学
生

中
学
生

高
校
生

大
学
生

各
種
生

小　

計

総 数
17 4 7 11 1 5

3 2 2 1

1 喫 煙
13 4 3 7 1 5

1 1

2 飲 酒

3 薬 物 乱 用

4 粗 暴 行 為

5 刃 物 等 所 持

6 金 品 不 正 要 求

7 金 品 持 ち 出 し

8 性 的 い た ず ら

9 暴 走 行 為

10 家 出

11 無 断 外 泊

12 怠 学

13 不 健 全 性 的 行 為
4 4 4

2 2 2

14 不 良 交 友

15 不 健 全 娯 楽

16 そ の 他

―　　―54



青少年相談機関受理・指導措置状況（令和６年４月～令和７年３月分）

（上段は総数、下段は女子で内数）
徳島市青少年育成補導センター

区　分

内容別

対　　象　　青　　少　　年 相談依頼者 指　導　措　置

合

計

未
就
学
児

学　生　・　生　徒 有
職
少
年

無
職
少
年

家

庭

学

校

職

場

本

人

そ

の

他

セ
ン
タ
ー
で
面
接

電
話
指
導

家
庭
訪
問

学
校
職
場
訪
問

児
相
通
告

警
察
引
継

そ

の

他

小
学
生

中
学
生

高
校
生

大
学
生

各
種
生

小

計

非　
　
　
　
　

行　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　

関　
　
　
　
　

し　
　
　
　
　

て

1 窃 盗

2 暴 力・ 傷 害

3 金 品 不 正 要 求

4 飲 酒

5 喫 煙

6 薬 物 乱 用

7 乱 暴・ け ん か

8 深 夜 は い か い

9 家出・無断外泊

10 不 健 全 性 行 為

11 性 的 い た ず ら

12 不 良 交 友

13 怠 学 ・ 怠 業

14 不 健 全 娯 楽

15 金品持出・浪費

16 暴 走 行 為

17 い じ め 7 6 1 7 7 7
4 3 1 4 7 4

18 そ の 他

19 小 計 7 6 1 7 7 7
4 3 1 4 7 4

生　
　

活　
　

に　
　

関　
　

し　
　

て

20 しつけについて 7 1 5 6 1 7 1 6
1 1 1 6 1

21 家庭内の人間関係 2 2 2 2 2
2 2 2 2 2

22 学校職場の人間関係 4 2 2 4 3 1 4
2 1 1 2 3 1 2

23 身 上 相 談 11 2 6 6 2 1 8 1 1 1 11
8 6 6 1 1 8 1 1 8

24 進路・学業相談

25 心身の健全について

26 不 登 校 3 1 2 3 1 2 3
3 1 2 3 1 2 3

27 性に関すること 2 2 2 2 2

28 そ の 他 5 3 2 5 5 5
2 2 4 5 2

29 小 計 34 2 13 8 7 28 2 2 26 1 6 1 1 33
18 9 4 3 16 1 1 25 4 1 18

30 合 計 41 2 19 8 8 35 2 2 33 1 6 1 1 40
22 12 4 4 20 1 1 32 4 1 22
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